Road to reformation of China’s political framework : Prof. Du Gangjian’s (杜鋼建） new constitutionalism by 鈴木 敬夫
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In M
arch 2004,C
hina saw its constitution revised to include,inter alias,protection of private property,establish-
m
ent of a sound social security system
,
and respect and protection of hum
an rights.
T
he rem
arkable thing
 
about these new
ly-added provisions is that they em
body the principle of
“governing a nation in accordance w
ith
 
the law
”.
O
n the other hand,how
ever,the constitution still retains in its pream
ble
“the four basic principles”
札
幌
学
院
法
学
（
二
一
巻
一
号
）
?
）
一
一
severely restricting the freedom of expression including freedom of speech and the press.
T
he follow
ing thesis
 
w
as w
ritten on the basis of P
rof.D
u G
angjian’s relativistic interpretation of hum
an rights presented at
“the F
irst
 
Sym
posium on G
ustav R
adbruch’s philosophy of law
”
held in M
arch 2003 in B
eijing.P
rof.D
u G
angjian argues
 
that C
hinese notion of hum
an rights should develop from
 
the traditional
“right to live”
into
“the four m
ajor
 
dem
ocratic rights”
---i.e.the dem
ocratic rights to vote,to decide,to m
anage,and to supervise.
A
t the core of
 
his ideas w
ith regard to law are new C
onfucianism
 
based on 「
仁
」
“re?n”
(benevolence)
and constitutionalism
 
w
hich is also founded on
“re?n”
and respects hum
an rights.
H
is constitutionalism integrating new C
onfucianism
 
w
ith R
adbruch’s relativistic view of hum
an rights should be the guiding philosophy for the reform
ation of C
hina’s
 
political fram
ew
ork.
Ⅰ
は
じ
め
に
「
以
人
為
本
を
さ
ら
に
重
視
し
、
人
民
の
切
実
な
利
益
に
か
か
わ
る
問
題
の
解
決
に
努
め
る
。」
こ
れ
は
、
中
国
の
温
家
宝
首
相
が
全
国
中
国
に
お
け
る
政
治
体
制
改
革
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
?
政
治
体
制
改
革
へ
の
道
…
…〞
政
道
〝
を
い
か
に
実
現
す
る
か
?
結
び
に
代
え
て
…
…
正
向
秩
序
と
反
向
秩
序
の
調
和
目
次
?
は
じ
め
に
?
中
国
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
法
哲
学
思
想
研
討
会
?第
一
回
）
で
の
討
論
?
『
論
語
』
に
お
け
る
〞
政
道
〝
と
新
憲
政
主
義
?
）
二
二
人
民
代
表
大
会
（
二
〇
〇
四
年
三
月
）
の
政
府
活
動
報
告
で
述
べ
た
一
節
で
あ
る
。
人
民
が
す
べ
て
の
基
礎
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
政
府
の
権
力
は
人
民
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
人
民
の
監
督
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
。
世
論
や
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
監
視
を
通
じ
て
、
政
府
の
活
動
は
透
明
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
民
の
貧
困
や
都
市
部
の
失
業
、
出
稼
ぎ
労
働
者
に
対
す
る
賃
金
未
払
い
と
い
っ
た
社
会
的
弱
者
が
か
か
え
る
問
題
に
も
、
真
正
面
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
と
す
る
。
首
相
の
説
く「
以
人
為
本
」
と
い
う
考
え
方
が
、
今
日
の
中
国
の
憲
政
に
ど
う
生
か
さ
れ
る
か
。
中
国
に
と
っ
て
憲
政
と
は
な
に
か
。
中
国
の
一
二
億
五
千
と
も
い
わ
れ
る
人
び
と
に
と
っ
て
、
中
国
憲
法
「
前
文
」
に
規
定
さ
れ
た
、
特
殊
、
絶
対
的
な
指
導
思
想
で
あ
る
「
四
つ
の
基
本
原
則
」
?１
）
下
で
、
人
び
と
の
自
由
と
民
主
が
保
障
さ
れ
る
憲
政
が
実
現
で
き
る
か
。
い
ま
人
権
は
所
謂
「
生
存
権
」
と
す
る
旧
来
の
〞
人
権
〝
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
広
く
法
は
、
正
義
に
奉
仕
す
る
と
い
う
意
味
を
も
つ
現
実
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
国
是
と
も
さ
れ
る
「
四
つ
の
基
本
原
則
」
が
、
は
た
し
て
平
等
の
実
現
に
奉
仕
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
人
間
平
等
を
尊
ぶ
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
価
値
相
対
主
義
思
想
が
中
国
で
求
め
ら
れ
、
大
切
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
決
し
て
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
?２
）
な
い
。
し
か
し
、
中
国
に
お
け
る
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
法
思
想
の
研
究
は
い
ま
そ
の
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
価
値
相
対
主
義
に
関
す
る
研
究
の
進
展
に
は
幾
つ
か
の
障
害
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
語
と
中
国
語
の
相
違
が
こ
れ
を
困
難
に
し
た
の
で
も
、
大
陸
の
広
さ
が
災
い
し
た
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
中
国
に
自
称
愛
国
者
の
説
く
?
人
権
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
（
虚
無
主
義
）?
に
よ
る
重
厚
な
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
た
か
ら
で
?３
）
あ
る
。
だ
が
、〞
天
安
門
事
件
〝（
一
九
八
九
年
）
の
悲
劇
は
、
中
国
国
務
院
に
人
権
白
書
と
い
わ
れ
る
『
中
国
人
権
状
況
』（
一
九
九
一
年
）
を
刊
行
さ
せ
、〞
国
権
〝
下
で
は
あ
る
が
〞
人
権
〝
の
存
在
を
認
め
さ
せ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
、
人
び
と
に
〞
国
権
〝
を
超
克
す
る
〞
人
権
〝
が
あ
る
こ
と
を
推
認
さ
せ
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
大
陸
で
最
初
の
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
研
究
論
文
、
北
京
大
学
沈
宗
霊
教
授
に
よ
る
「
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
相
対
主
義
法
学
と
そ
の
後
の
転
向
」（
一
九
九
二
年
）
が
著
さ
れ
た
?４
）
の
は
、
ま
札
幌
学
院
法
学
（
二
一
巻
一
号
）
?
）
三
三
さ
に
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
〞
人
治
〝
が
否
定
さ
れ
、
九
八
年
憲
法
改
正
で
〞
依
法
治
国
〝（
法
に
依
拠
し
て
国
を
治
め
る
）
が
掲
げ
ら
れ
て
以
降
、
つ
い
に
二
〇
〇
三
年
三
月
、
北
京
に
お
い
て
「
第
一
回
中
国
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
法
哲
学
思
想
研
討
会
」
が
、
二
〇
〇
四
年
八
月
に
は
、
そ
の
?
第
二
回
研
討
会
?
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
に
至
?５
）
っ
た
。
本
稿
は
、
大
陸
で
最
初
の
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
法
哲
学
研
討
会
で
展
開
さ
れ
た
議
論
、
と
く
に
杜
鋼
建
教
授
が
?
自
由
発
言
?
で
展
開
し
た
政
治
体
制
改
革
論
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
不
寛
容
な
〞
政
治
権
力
の
規
制
〝
を
目
途
と
し
た
政
道
論
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
杜
鋼
建
教
授
の
憲
政
論
に
は
、
こ
の
国
の
伝
統
仁
学
『
論
語
』
と
価
値
相
対
主
義
を
結
び
つ
け
て
、「
寛
容
主
義
の
法
哲
学
」
の
礎
石
を
『
論
語
』
を
以
て
固
め
る
?６
）
試
み
、
換
言
す
れ
ば
?
新
仁
学
に
お
け
る
憲
?７
）
政
論
?
の
提
唱
が
み
ら
れ
る
。
註
?１
）
「
四
つ
の
基
本
原
則
」
と
は
、「
①
社
会
主
義
の
道
の
堅
持
、
②
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
（
人
民
民
主
主
義
独
裁
）
の
堅
持
、
③
中
国
共
産
党
に
よ
る
指
導
の
堅
持
、
④
マ
ル
ク
ス＝
レ
ー
ニ
ン
主
義
・
毛
沢
東
思
想
・
鄧
小
平
理
論
・?〞
三
つ
の
代
表
〝
思
想
は
二
〇
〇
四
年
の
憲
法
改
正
で
挿
入
さ
れ
た
?」
を
指
す
。
?２
）
全
人
口
の
七
〇
％
を
占
め
る
農
民
の
人
権
を
擁
護
し
、
不
平
等
を
い
か
に
実
現
す
る
か
、
す
な
わ
ち
〞
三
農
〝（
農
業
、
農
村
、
農
民
）
問
題
は
、
今
日
の
中
国
に
と
っ
て
〞
重
中
之
重
〝（
重
要
中
の
重
要
）
課
題
で
あ
る
。
〇
三
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
率
は
九
?一
％
、
一
人
当
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
、〇
〇
〇
ド
ル
を
突
破
し
た
と
い
わ
れ
る
。
高
度
成
長
が
謳
わ
れ
る
な
か
で
、
市
と
農
村
の
経
済
格
差
が
広
が
る
一
方
で
あ
る
。
地
域
発
展
が
不
均
衡
で
、
農
民
の
増
収
は
期
待
で
き
な
い
。
ま
た
ゴ
ル
フ
場
や
工
業
開
発
な
ど
の
建
設
に
伴
っ
て
耕
地
の
立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
失
業
す
る
「
失
地
農
民
」
問
題
も
指
摘
で
き
よ
う
。
農
地
を
失
っ
た
結
果
、
農
村
か
ら
都
市
に
流
れ
込
む「
工
民
」（
出
稼
ぎ
労
働
者
）の
数
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。「
工
民
」
の
子
供
た
ち
は
都
市
の
学
校
か
ら
求
め
ら
れ
る
高
額
な
入
学
金
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
ず
、
義
務
教
育
で
あ
っ
て
も
、
公
立
学
校
に
通
え
な
い
実
情
に
あ
る
。
農
村
に
お
い
て
も
、
学
費
を
払
え
な
い
等
の
理
由
か
ら
、
学
業
を
中
途
退
学
せ
ざ
る
を
得
な
い
子
供
が
多
く
、
九
年
の
義
務
教
育
修
了
率
は
全
国
平
均
で
七
六
％
、
と
く
に
貧
し
い
西
部
地
域
の
省
、
自
治
区
で
は
、
四
〇
〜
五
〇
％
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
た
と
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
農
?
）
四
四
中
国
に
お
け
る
政
治
体
制
改
革
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
民
の
「
教
育
を
受
け
る
権
利
」
に
対
す
る
不
平
等
は
、
抜
本
的
な
憲
政
改
革
、
政
治
制
度
改
革
に
よ
っ
て
の
み
実
現
す
る
と
い
え
よ
う
。
中
国
太
平
洋
学
会
「
亜
洲
教
育
北
京
論
壇
」（
二
〇
〇
四
年
八
月
二
二
日
〜
二
四
日
、
北
京
・
稲
香
湖
景
酒
店
）
で
の
中
国
研
究
者
の
報
告
概
要
。
な
お
鈴
木
敬
夫
は
日
本
国
憲
法
第
二
六
条
に
ふ
れ
て
「
国
民
接
受
教
育
的
権
利
」（
国
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
）
と
題
し
て
報
告
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
関
す
る
報
道
と
し
て
、
中
国
「
全
人
代
政
府
活
動
報
告
」『
朝
日
新
聞
』
〇
四
年
三
月
五
日；
「
草
の
根
民
主
主
義
、
中
国
で
も
じ
わ
り
・
河
北
省
で
広
が
る
輪
」
『
朝
日
』
〇
四
年
九
月
三
日
。
さ
ら
に
、「
農
村
は
実
に
貧
し
く
、
農
民
は
実
に
苦
し
く
、
農
業
は
実
に
危
険
な
状
態
だ
」
を
繰
り
返
し
主
張
す
る
著
作
と
し
て
、
李
昌
平
著
『
中
国
農
村
崩
壊
農
民
が
田
を
捨
て
る
と
き
』
北
村
念
・
周
俊
訳
（
〇
四
年
七
月
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
が
あ
る
。
?３
）
こ
の
点
を
批
判
し
た
論
文
、
杜
鋼
建
「
関
於
人
権
主
義
若
干
問
題
的
考
察
」、
載
於
『
藍
州
学
刊
』
一
九
九
二
年
第
五
期
五
頁
以
下
。
こ
の
論
文
の
拙
訳
は
、
鈴
木
敬
夫
編
訳
『
中
国
の
人
権
論
と
相
対
主
義
』（
一
九
九
七
年
、
成
文
堂
）、
一
四
五
頁
以
下
。
?４
）
沈
宗
霊
「
拉
徳
勃
魯
赫
的
相
対
主
義
法
学
及
其
后
的
転
変
」、
載
於
沈
宗
霊
著
『
現
代
西
方
法
理
学
』（
一
九
九
二
年
、
北
京
大
学
出
版
社
）
三
九
頁
以
下
。
こ
の
論
文
の
拙
訳
は
、『
中
国
の
人
権
論
と
相
対
主
義
』（
前
掲
）
一
二
三
頁
以
下
。
?５
）
第
二
回
中
国
拉
徳
布
魯
赫
法
思
想
研
討
会
は
、
二
〇
〇
四
年
八
月
二
五
日
（
於
北
京
・
稲
香
湖
景
酒
店
）
に
開
催
さ
れ
た
。
中
国
側
か
ら
は
杜
鋼
建
教
授
、
郭
道
暉
教
授
、
呂
世
倫
教
授
、
陳
根
発
博
士
、
劉
松
山
教
授
等
が
出
席
し
、
日
本
側
出
席
者
は
畑
中
和
夫
教
授
、
小
田
美
佐
子
教
授
、
鈴
木
敬
夫
の
三
人
で
あ
っ
た
。
基
調
報
告
は
、
陳
根
発
博
士
の
「
中
国
に
お
け
る
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
価
値
寛
容
主
義
の
受
容
」
と
鈴
木
敬
夫
「
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
『
法
哲
学
入
門
』
第
一
〇
章
?
法
哲
学
の
時
事
問
題
?
の
現
代
的
意
義
」
で
あ
っ
た
。
?６
）
杜
鋼
建
教
授
に
は
多
く
の
著
作
が
み
ら
れ
る
が
、
な
か
で
も
「
法
哲
学
与
人
権
法
」、
載
於
『
天
津
社
会
科
学
』
一
九
九
四
年
第
五
期
六
一
頁
以
下
、
及
び
同
「
寛
容
的
思
想
与
思
想
的
寛
容
…
…
儒
家
思
想
与
寛
容
主
義
」、
載
於
『
湘
江
法
律
評
論
』
一
九
九
六
年
第
一
号
、
六
三
頁
以
下
は
代
表
的
な
論
考
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
論
文
の
拙
訳
は
、『
中
国
の
人
権
論
と
相
対
主
義
』（
前
掲
）
一
六
〇
頁
以
下
及
び
二
三
七
頁
以
下
。
?７
）
す
な
わ
ち
、
杜
鋼
建
著
『
新
仁
学
…
…
儒
家
思
想
与
人
権
憲
政
』（
二
〇
〇
〇
年
、
京
獅
企
画
、
香
港
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
と
く
に
一
七
頁
以
下
参
照
。
札
幌
学
院
法
学
（
二
一
巻
一
号
）
?
）
五
五
Ⅱ中
国
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
法
哲
学
思
想
研
討
会
（
第
一
回
）
で
の
討
論
中
国
に
お
け
る
「
第
一
回
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
法
哲
学
思
想
研
討
?１
）
会
」
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
Ｇ
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
法
哲
学
思
想
の
歩
み
の
一
面
を
示
し
て
い
る
。
研
討
会
は
「
基
調
報
告
」
と
?
自
由
発
言
?
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
が
、
ま
ず
、
陳
根
発
氏
の
基
調
報
告
で
は
「
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
法
思
想
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
伝
播
」
の
経
緯
を
詳
細
に
と
り
あ
?２
）
げ
た
。
つ
い
で
?
自
由
発
言
?
で
は
、
ま
ず
、
呂
世
倫
教
授
の
主
張
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
法
哲
学
思
想
史
上
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
中
国
に
固
有
な
社
会
主
義
観
と
新
カ
ン
ト
学
派
に
所
属
す
る
と
さ
れ
る
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
社
会
主
義
論
の
異
同
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
と
く
に
彼
の
論
考
の
特
色
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
「
超
個
人
主
義
の
法
律
観
」“Ü
berindividualistische
 
R
echtsausf-
fasung”
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
、
マ
ル
ク
ス
の
本
質
、「
個
人
主
義
」へ
の
道
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
が
上
げ
ら
れ
?３
）
よ
う
。
つ
い
で
、「
相
対
主
義
は
普
遍
的
な
寛
容
で
あ
る
」
と
す
る
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
法
哲
学
の
定
言
を
、
中
国
の
民
主
化
と
人
権
擁
護
の
た
め
の
理
論
的
基
礎
に
据
え
て
自
由
発
言
し
た
者
が
あ
る
。
郭
道
暉
教
授
と
杜
鋼
建
教
授
の
主
張
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
色
は
、
前
者
は
人
民
の
「
抵
抗
権
論
」
を
?４
）
説
き
、
後
者
は
人
民
は
い
か
に
し
て
法
律
を
選
ぶ
べ
き
か
、
そ
の
「
法
選
択
論
」〔
原
著
一
二
頁
〜
一
?５
）
三
頁
〕
を
提
起
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
以
下
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
の
は
「
中
国
は
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
法
思
想
を
必
要
と
し
て
い
る
」
と
説
く
杜
鋼
建
教
授
の
憲
政
論
で
あ
る
。
杜
鋼
建
教
授
は
い
う
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
思
想
は
、
時
代
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
発
展
す
る
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
特
徴
は
、
決
し
て
容
易
に
、
無
原
則
的
に
、
一
つ
の
権
威
、
権
力
に
依
存
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
自
ら
の
良
心
の
奥
底
か
ら
の
省
察
、
?
）
六
六
中
国
に
お
け
る
政
治
体
制
改
革
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
ナ
チ
ス
時
代
へ
の
深
刻
な
反
省
の
下
に
、
法
制
度
の
歴
史
的
発
展
段
階
に
基
づ
き
、
独
自
の
理
論
と
判
断
に
立
脚
し
た
体
系
、
価
値
範
疇
の
体
系
を
作
り
上
げ
て
い
る
。
異
な
っ
た
価
値
内
容
を
以
て
よ
り
完
全
な
体
系
を
構
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
完
全
な
体
系
は
、
三
つ
の
特
徴
を
表
し
て
い
る
。
深
い
歴
史
性
、
徹
底
し
た
責
任
性
、
そ
し
て
確
か
な
批
判
性
で
あ
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
決
し
て
我
わ
れ
に
ど
の
よ
う
な
法
律
を
選
ぶ
べ
き
か
教
え
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
我
わ
れ
に
、
い
か
に
し
て
法
律
を
選
ぶ
べ
き
か
を
教
え
て
い
る
。
彼
の
理
論
は
一
種
の
法
律
選
択
論
で
あ
り
、
我
わ
れ
に
選
択
の
仕
方
を
教
え
て
い
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
思
想
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
政
治
文
明
の
建
設
、
政
治
体
制
改
革
の
切
迫
し
た
要
請
で
も
あ
る
。
十
六
大
（
中
共
第
一
六
回
全
国
代
表
大
会
）
は
、
人
類
の
政
治
文
明
の
成
果
を
十
分
に
利
用
、
吸
収
、
参
考
に
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
法
思
想
は
、
現
代
人
類
の
政
治
文
明
の
成
果
の
重
要
な
内
容
で
あ
る
。
彼
の
理
論
が
も
つ
一
つ
の
基
本
理
念
は
、
ま
さ
に
「
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
不
可
侵
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
実
定
法
を
超
え
る
法
」“Ü
bergesetzliche R
echts”
な
ど
は
、
す
べ
て
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
要
請
で
あ
る
。
我
わ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
中
国
人
民
に
と
っ
て
第
一
の
人
権
は
生
存
権
で
あ
る
と
語
っ
て
き
た
が
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
観
点
を
反
省
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
二
〇
年
間
、
第
一
の
人
権
は
、
十
六
大
が
提
出
し
た
四
つ
の
大
き
な
民
主
の
権
利
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、?
民
主
的
な
選
挙
?、?
民
主
的
な
政
策
決
定
?、?
民
主
的
な
管
理
?、?
民
主
的
な
監
督
?で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治
文
明
を
改
革
す
る
突
破
口
は
、
こ
の
四
大
民
主
の
権
利
を
確
実
に
守
る
こ
と
以
外
に
は
な
い
。
単
な
る
宣
伝
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
理
念
が
、
政
府
の
政
策
の
決
定
、
執
行
、
監
督
過
程
で
制
度
化
し
、
規
範
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。〔
原
著：
一
二
頁
〜
一
三
頁
〕
杜
鋼
建
教
授
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
価
値
相
対
主
義
を
一
種
の
「
法
選
択
論
」
と
み
て
い
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
人
び
と
に
、
い
わ
ば
「
い
か
な
る
考
え
方
に
立
脚
し
て
法
律
を
選
ぶ
べ
き
か
、
そ
の
選
択
の
仕
方
を
教
え
て
い
る
」
と
い
う
。
確
か
に
、
中
国
は
一
九
四
札
幌
学
院
法
学
（
二
一
巻
一
号
）
?
）
七
七
九
年
に
建
国
し
、
一
九
五
四
年
に
最
初
の
憲
法
を
制
定
以
来
、
今
日
ま
で
た
び
重
な
る
立
法
や
憲
法
改
正
で
、
は
た
し
て
人
民
の
意
思
が
ど
れ
ほ
ど
反
映
さ
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
結
果
に
お
い
て
、
今
日
、「
前
文
」
に
「
四
つ
の
基
本
原
則
」
を
掲
げ
る
憲
法
が
厳
存
し
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
の
憲
法
改
正
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
従
来
の
「
指
導
思
想
」
に
加
え
「
三
つ
の
代
表
」
思
想
が
新
た
に
挿
入
さ
れ
た
の
み
で
、「
四
つ
の
基
本
原
則
」は
自
省
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
こ
の
四
原
則
の
堅
持
を
掲
げ
る
憲
法
と
諸
法
制
に
対
す
る「
歴
史
性
」、「
批
判
性
」、「
責
任
性
」、
四
原
則
が
も
た
ら
す
不
寛
容
が
問
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
立
法
や
改
正
と
い
う
法
選
択
の
さ
い
、
人
権
は
国
家
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
す
る
「
四
つ
の
基
本
原
則
」
下
の
諸
法
制
に
対
す
る
評
価
と
、
そ
の
評
価
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
人
び
と
の
選
択
が
、
い
ま
も
っ
て
充
分
に
は
保
障
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
杜
鋼
建
教
授
は
「
人
間
の
尊
厳
へ
の
不
可
侵
」
を
理
念
と
す
る
民
主
的
な
権
利
の
行
使
、
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
四
大
民
主
の
権
利
」
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
法
律
選
択
の
要
に
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
価
値
相
対
主
義
を
据
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
国
の
憲
政
改
革
の
た
?６
）
め
に
、
人
び
と
が
い
か
に
し
て
法
律
を
選
択
す
る
か
、
そ
れ
が
ま
さ
に
不
寛
容
な
国
家
?７
）
政
権
に
対
す
る
規
制
論
、
つ
ま
り
〞
政
道
〝
論
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
つ
ぎ
に
、「
四
大
民
主
の
権
利
」
の
背
景
に
あ
る
、
杜
鋼
建
教
授
の
憲
政
本
質
論
、
す
な
わ
ち
新
仁
学
〞
政
道
〝
論
を
概
観
し
よ
う
。
註
?１
）
第
一
回
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
法
哲
学
研
討
会
は
、
北
京
の
中
国
科
技
会
堂
に
お
い
て
、
中
国
法
学
会
『
中
国
法
学
』
雑
誌
社
と
開
達
経
済
学
家
咨
詢
中
心
法
学
研
究
所
の
共
催
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
研
討
会
の
録
音
記
録
文
は
、
原
書
『
中
国
市
場
経
済
論
壇
・
文
稿
』
二
〇
〇
三
年
三
期
（
総
第
四
八
期
）
一
頁
〜
一
三
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
法
哲
学
研
討
会
の
?
自
由
発
言
?
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
中
国
に
お
け
る
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
研
究
」『
法
の
理
論
』
23
（
二
〇
〇
四
年
、
成
文
堂
）
一
〇
七
頁
以
下
に
詳
し
い
。
?２
）
陳
根
発
氏
（
弁
護
士
、
法
学
博
士
、
中
国
社
会
科
学
院
法
学
研
究
所
）
の
「
基
調
報
告
」
で
展
開
さ
れ
た
中
国
以
外
の
、
す
な
わ
ち
日
本
と
韓
国
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
省
略
し
た
。
韓
国
に
お
け
る
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
研
究
に
つ
い
て
は
、Seoul U
ni.
教
授
崔
鍾
庫
博
士
の
詳
細
な
?
）
八
八
中
国
に
お
け
る
政
治
体
制
改
革
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
研
究
が
あ
る
の
で
参
照
せ
ら
れ
た
い
。
ま
た
日
本
に
お
け
る
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
思
想
の
受
容
に
つ
い
て
、
同「
日
本
現
代
法
哲
学
思
潮
源
流
論
」、
載
於
『
哈
尓
濱
工
業
大
学
学
報
』（
社
会
科
学
）
第
二
〇
〇
二
年
第
四
巻
第
四
期
、
七
六
頁
以
下
参
照
。
な
お
、
研
討
会
の
冒
頭
の
「
基
調
報
告
」
は
、
鈴
木
敬
夫
に
よ
る
「
拉
徳
布
魯
赫
法
哲
学
思
想
的
現
代
意
義
」
で
あ
っ
た
。
?３
）
呂
世
倫
教
授
は
い
う
。
私
は
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
分
析
は
マ
ル
ク
ス
の
分
析
と
基
本
的
に
は
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
思
う
。
マ
ル
ク
ス
は
、
科
学
的
社
会
主
義
と
は
個
性
を
解
放
し
て
、
個
性
が
偶
然
性
を
抑
制
す
る
こ
と
を
実
現
し
、
個
人
の
全
面
的
な
発
展
を
達
成
す
る
社
会
、
経
済
的
に
実
質
的
な
個
人
の
所
有
制
を
実
現
す
る
社
会
で
あ
る
と
語
っ
た
が
、
こ
れ
は
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
観
点
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ソ
連
式
の
発
展
は
、
ま
さ
に
国
家
主
義
の
観
点
か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
の
科
学
的
社
会
主
義
の
学
説
を
歪
曲
し
、
国
家
や
集
団
を
大
型
な
符
号
と
み
な
し
て
個
人
の
上
に
君
臨
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
国
家
、
社
会
に
お
い
て
個
人
の
独
立
し
た
地
位
を
認
め
な
い
主
義
は
、
け
っ
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
で
は
な
い
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
が
説
く
社
会
主
義
問
題
に
関
す
る
記
述
は
、
大
体
の
と
こ
ろ
基
本
的
に
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
精
神
に
合
致
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
、
と
。〔
原
書：
九
頁
〜
一
〇
頁
〕
こ
こ
に
は
超
個
人
主
義
観
か
ら
個
人
の
自
由
を
め
ざ
す
真
摯
な
訴
え
が
み
ら
れ
る
。
な
お
呂
世
倫
「
法
的
基
本
価
値
範
疇
」、
同
著
『
理
論
法
学
経
緯
』（
二
〇
〇
四
年
、
中
国
検
察
出
版
社
）
五
四
頁
以
下
参
照
。
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
た
個
人
の
尊
重
論
を
論
じ
た
も
の
に
、
拙
論
「
自
由
な
社
会
主
義
に
つ
い
て
…
…
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
著
『
社
会
主
義
の
文
化
理
論
』（
一
九
四
九
年
）
の
現
代
的
意
義
」、『
札
幌
学
院
法
学
』
第
二
〇
巻
一
号
（
二
〇
〇
三
年
）
九
五
頁
以
下
。（
な
お
こ
の
論
文
の
中
国
語
版
が
、
同
二
〇
巻
二
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
?４
）
郭
道
暉
教
授
は
い
う
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
法
思
想
に
見
ら
れ
る
特
徴
の
一
つ
は
、
ド
イ
ツ
戦
後
の
法
律
教
条
主
義
、
あ
る
い
は
法
律
実
証
主
義
へ
の
批
判
で
あ
る
。
曾
て
ド
イ
ツ
の
法
律
教
条
主
義
者
た
ち
は
、「
法
律
は
法
律
だ
」と
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
ナ
チ
ス
の
法
律
に
対
す
る
人
々
の
抵
抗
力
を
失
わ
せ
て
し
ま
っ
た
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
悪
法
、
き
わ
め
て
不
正
義
で
あ
る
た
め
に
受
忍
で
き
な
い
よ
う
な
法
律
に
対
し
て
服
従
し
な
い
権
利
、
つ
ま
り
抵
抗
権
が
人
民
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
実
証
主
義
的
な
法
律
教
条
主
義
は
長
く
中
国
を
統
治
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
主
義
の
下
で
は
、
法
律
は
支
配
階
級
の
意
志
の
具
現
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
法
律
に
善
悪
の
区
別
が
あ
る
こ
と
さ
え
否
定
し
て
い
た
。
我
わ
れ
は
、
い
ま
〞
依
法
治
国
〝
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
る
が
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
法
に
依
っ
て
国
を
治
め
る
べ
き
だ
ろ
う
か
？
現
行
の
法
に
依
っ
て
法
治
す
る
と
す
れ
ば
、
も
し
現
行
法
に
問
題
が
あ
る
場
合
に
は
ど
う
す
る
か
？
法
律
教
条
主
義
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
法
的
安
定
性
の
否
定
を
意
味
し
な
い
。
こ
の
面
で
、
我
わ
れ
は
痛
ま
し
い
歴
史
的
教
訓
を
も
っ
て
い
る
、
と
。〔
原
書：
一
〇
頁
〜
一
一
頁
〕か
っ
て
郭
道
暉
教
授
（
前
『
中
国
法
学
』
雑
誌
社
総
編
輯
）
は
、?
刀
制
?
に
対
し
て
?
水
治
?
を
説
い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
に
〞
水
能
載
舟
、
水
亦
能
覆
舟
〝
と
す
る
抵
抗
権
の
原
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
会
編
『
中
国
21
』V
ol.12
、
二
〇
〇
一
・
六
、
一
八
頁
。
郭
道
暉
教
授
の
法
治
論
札
幌
学
院
法
学
（
二
一
巻
一
号
）
?
）
九
九
に
つ
い
て
は
、
同
著
『
法
的
時
代
呼
喚
』（
一
九
九
八
年
、
中
国
法
制
出
版
社
）
三
五
頁
以
下
参
照
。
さ
ら
に
郭
道
暉
教
授
の
〞
法
治
〝
論
に
つ
い
て
は
、「
法
治
的
概
念
与
理
念
」、
同
著
『
法
的
時
代
朝
鮮
』（
二
〇
〇
三
年
、
湖
南
人
民
出
版
社
）
四
九
八
頁
以
下
に
詳
し
い
。
な
お
、
法
治
を
め
ぐ
る
「
刀
制
か
ら
水
治
へ
」
を
考
察
し
た
拙
論
「
論
拉
徳
布
魯
赫
法
哲
学
敵
現
代
意
義
…
…
兼
論
不
寛
容
的
〞
労
働
教
養
制
度
〝
与
〞
信
訪
制
度
〝」、
於
載
『
札
幌
学
院
法
学
』
第
一
九
巻
第
二
号
（
二
〇
〇
三
年
）
六
五
頁
以
下
参
照
。
こ
の
論
文
は
中
国
で
も
評
価
さ
れ
、
上
海
大
学
『
法
学
評
論
』
李
青
主
編
（
〇
四
年
三
月
）
五
七
頁
〜
六
八
頁
に
掲
載
さ
れ
た
。
?５
）
杜
鋼
建
教
授
の
自
由
発
言
、
所
謂
「
法
選
択
論
」
要
旨
。〔
原
著：
一
二
頁
〜
一
三
頁
〕
?６
）
杜
鋼
建
教
授
が
提
起
す
る
憲
政
改
革
に
は
、
国
民
投
票
制
や
請
願
制
度
の
確
立
、
憲
法
裁
判
所
の
創
設
、
行
政
か
ら
の
司
法
の
独
立
、
人
民
代
表
大
会
の
両
院
制
へ
の
改
革
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
杜
鋼
建
「
全
民
公
決
理
論
和
制
度
比
較
研
究
」、
載
於
『
法
制
与
社
会
発
展
』
一
九
九
五
年
第
二
期
二
八
頁
以
下
。
拙
論
「
中
国
の
憲
政
と
人
権
…
…
杜
鋼
建
の
新
仁
学
人
権
論
素
描
」、
載
於
『
札
幌
学
院
法
学
』
第
一
七
巻
二
号
一
頁
以
下
に
詳
し
い
。
本
稿
?
で
紹
介
す
る
杜
鋼
建
「
政
治
体
制
改
革
的
切
入
点
」、
載
於
『
決
策
資
詢
』
二
〇
〇
三
年
三
月
、
一
二
頁
〜
一
三
頁
は
、
九
八
年
中
国
憲
法
改
正
後
の
焦
眉
の
課
題
を
取
り
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
?７
）
拙
論
「
法
に
お
け
る
不
寛
容
…
…
杜
鋼
建
教
授
の
新
仁
学
人
権
論
」、
載
於
『
日
本
法
学
』
第
六
八
巻
四
号
（
二
〇
〇
三
年
）
二
五
頁
以
下
。
な
お
杜
鋼
建
「
寛
容
の
思
想
と
思
想
の
寛
容
」、
載
於
編
訳
『
中
国
の
人
権
論
と
相
対
主
義
』（
前
掲
）
二
三
七
頁
以
下
参
照
。
Ⅲ
『
論
語
』
に
お
け
る
〞
政
道
〝
と
新
憲
政
主
義
杜
鋼
建
教
授
は
、
そ
の
代
表
的
著
書
『
新
仁
学
…
…
儒
家
思
想
与
人
権
憲
政
』（
二
〇
〇
〇
年
）
に
お
い
て
「『
論
語
』
四
道
と
新
仁
学
の
四
主
義
」
を
展
開
し
、
と
く
に
憲
政
の
本
質
論
?
政
道
?
を
展
開
し
て
い
る
。
杜
鋼
建
教
授
は
、〞
政
道
〝
と
他
の
三
つ
の
道
の
関
係
を
論
じ
て
い
わ
く
、『
論
語
』
に
展
開
さ
れ
て
い
る
仁
道
、
恕
道
、
義
道
、〞
政
道
〝
は
、
伝
統
的
な
仁
学
体
系
を
構
成
す
る
基
本
的
な
内
容
と
原
則
で
あ
る
。
こ
の
四
道
に
対
応
す
る
の
が
、
人
権
主
義
、
寛
容
主
義
、
抵
抗
主
義
、
新
憲
政
主
義
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
新
仁
学
体
系
を
構
成
す
る
基
本
的
な
内
容
と
原
則
で
あ
る
。
彼
は
い
う
。「
新
し
い
歴
史
的
な
時
代
に
、
仁
学
の
研
究
を
行
い
、
新
し
い
仁
学
を
形
成
し
、
?
）
一
〇
一
〇
中
国
に
お
け
る
政
治
体
制
改
革
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
伝
統
的
な
仁
学
に
お
け
る
時
代
精
神
に
合
致
し
な
い
も
の
を
取
り
除
き
、
合
理
的
な
要
素
を
継
承
し
、
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
理
論
的
な
関
係
か
ら
み
て
、『
論
語
』の
四
道
と
新
仁
学
の
四
主
義
の
間
に
は
、
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
。
ま
ず
、
仁
道
は
人
権
主
義
の
前
提
で
あ
り
、
恕
道
は
寛
容
主
義
の
前
提
で
あ
る
。
義
道
は
抵
抗
主
義
の
前
提
で
あ
り
、
政
道
は
新
憲
政
主
義
の
前
提
で
あ
る
。
新
仁
学
を
研
究
し
よ
う
と
す
れ
ば
、『
論
語
』の
四
道
精
神
と
そ
の
関
係
を
深
く
究
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
四
道
に
お
い
て
、
仁
道
は
も
っ
と
も
基
本
的
な
も
の
で
、
三
道
は
い
ず
れ
も
仁
道
に
源
が
あ
る
。
四
主
義
の
な
か
で
、
人
権
主
義
は
も
っ
と
も
根
本
的
な
も
の
で
あ
り
、
他
の
三
主
義
は
い
ず
れ
も
人
権
主
義
に
源
を
お
い
て
い
る
。
四
道
の
な
か
で
、
政
道
は
も
っ
と
も
制
度
性
と
総
合
性
を
有
し
、
政
道
は
仁
道
、
恕
道
、
義
道
を
結
び
つ
け
て
一
体
に
し
た
も
の
で
あ
?１
）
る
、
と
。
以
下
で
は
、
杜
鋼
建
教
授
が
「
新
憲
政
主
義
は
も
っ
と
も
制
度
性
と
総
合
性
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
新
憲
政
主
義
は
人
権
主
義
、
寛
容
主
義
、
抵
抗
主
義
を
結
合
し
て
一
体
化
し
て
い
る
。
仁
学
精
神
は
た
だ
理
論
の
面
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
制
度
の
面
に
も
深
く
入
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
、
そ
の
核
心
部
分
を
と
り
あ
げ
る
も
の
で
あ
る
。
杜
鋼
建
教
授
は
い
う
。
〞
新
憲
政
主
義
〝と
は
、
儒
学
の
政
道
思
想
に
基
づ
い
て
提
起
し
た
憲
政
理
論
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
儒
学
の
政
道
論
で
は
、
国
家
の
政
治
管
理
構
造
は
、
治
め
る
者
と
治
め
ら
れ
る
者
の
双
方
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。〞
人
を
治
め
る
者
は
人
に
食
わ
れ
、
人
に
治
め
ら
れ
る
者
は
人
を
食
う
〝と
い
わ
れ
る
。
こ
の
政
治
分
業
は
、
国
家
が
存
続
す
る
と
い
う
条
件
の
下
で
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
。〞
治
人
者
食
於
人
、
治
於
人
者
食
人
的
政
治
分
工
作
在
国
家
存
在
的
条
件
下
是
不
可
罷
免
的
〝。
儒
学
は
、
賢
人
政
治
を
信
奉
す
る
が
、
民
主
政
治
に
対
し
て
幻
想
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
国
家
が
存
続
す
る
と
い
う
条
件
の
下
で
は
、
民
衆
は
常
に
治
め
ら
れ
る
階
級
で
あ
っ
て
支
配
階
級
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
は
、
こ
の
基
本
的
な
政
治
的
観
点
に
つ
い
て
、
な
ん
の
疑
い
も
も
た
な
?２
）
い
、
と
。
マ
ル
ク
ス
主
義
で
は
、
国
家
は
そ
の
本
質
か
ら
み
て
、
階
級
支
配
の
道
具
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
真
の
民
主
が
実
現
す
る
と
国
家
は
消
滅
し
て
し
ま
う
。
か
っ
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
都
市
国
家
の
政
治
経
験
に
基
づ
い
て
提
起
し
た
人
民
自
治
の
民
主
政
札
幌
学
院
法
学
（
二
一
巻
一
号
）
?
）
一
一
一
一
体
は
、
現
代
の
国
家
条
件
の
下
で
は
、
と
く
に
中
国
の
よ
う
な
大
国
に
お
い
て
は
実
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
民
主
政
体
の
本
当
の
意
味
は
人
民
の
自
治
に
あ
る
が
、
人
民
の
自
治
は
国
家
が
消
滅
し
た
後
に
お
い
て
の
み
、
は
じ
め
て
普
遍
的
な
現
実
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
儒
学
の
政
道
論
は
、
総
体
的
に
み
て
依
然
と
し
て
現
実
的
な
意
義
が
あ
る
。
儒
学
の
政
道
論
と
近
代
の
憲
政
論
を
結
び
つ
け
る
と
、
中
国
の
情
況
に
適
し
た
現
代
化
し
た
政
治
を
建
設
す
る
一
つ
の
道
順
を
探
し
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
新
憲
政
主
義
で
あ
る
、
と
?３
）
す
る
。
杜
鋼
建
教
授
に
と
っ
て
、
新
憲
政
主
義
は
、
人
権
を
保
障
し
実
現
す
る
こ
と
を
憲
政
建
設
の
直
接
的
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
憲
政
が
旧
来
の
民
主
政
治
と
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
く
、
中
国
に
お
い
て
近
代
以
来
の
古
い
憲
政
主
義
は
、
憲
政
を
民
主
政
治
と
等
し
い
も
の
で
あ
る
と
み
て
民
主
の
実
現
を
急
い
だ
が
、
自
由
や
人
権
を
保
障
す
る
重
要
性
を
な
お
ざ
り
に
し
て
し
ま
っ
た
。
新
憲
政
主
義
は
、
儒
学
の
治
と
被
治
の
双
方
か
ら
構
成
さ
れ
た
定
律
に
基
づ
き
、
自
由
や
人
権
を
保
障
し
実
現
し
よ
う
と
す
る
が
、
古
い
民
主
政
治
に
は
な
い
も
の
を
探
し
求
め
て
い
る
。
新
憲
政
主
義
は
仁
政
を
主
張
す
る
が
、
古
い
憲
政
主
義
は
民
主
を
強
調
し
て
い
る
。
前
者
は
人
権
主
義
を
導
く
が
、
後
者
は
民
主
主
義
を
導
く
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
、
民
主
を
人
類
の
永
遠
の
理
想
と
し
、
人
権
を
勝
ち
取
っ
て
仁
政
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
、
現
実
に
闘
う
こ
と
を
そ
の
任
務
と
す
る
。
こ
の
面
で
、『
論
語
』
に
代
表
さ
れ
る
儒
学
の
政
道
思
想
と
新
憲
政
主
義
に
は
、
多
く
の
共
通
点
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
に
い
う
杜
鋼
建
教
授
が
忌
避
す
る
〞
民
主
政
治
〝、
す
な
わ
ち
近
代
の
古
い
憲
政
に
み
ら
れ
た
〞
民
主
〝
と
は
何
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
杜
鋼
建
教
授
は
、
論
文
「
従
民
権
主
義
意
到
人
権
主
義
…
…
孫
中
山
人
権
思
想
的
傾
向
析
」（
一
九
九
五
年
）
の
な
か
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
。
孫
中
山
の
人
権
思
想
は
、
概
し
て
い
え
ば
?
集
団
本
位
?
の
傾
向
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
革
命
の
初
期
、
孫
中
山
の
掲
げ
た
民
権
主
義
は
、
封
建
専
制
主
義
制
度
を
転
覆
さ
せ
る
理
論
と
し
て
形
成
さ
?４
）
れ
た
。
だ
が
、
し
だ
い
に
革
命
党
を
組
織
す
る
よ
う
に
な
る
に
つ
?
）
一
二
一
二
中
国
に
お
け
る
政
治
体
制
改
革
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
れ
、〞
兵
権
〝
が
〞
民
権
〝
よ
り
重
要
で
あ
り
、〞
党
権
〝
が
〞
民
権
〝
よ
り
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
、
つ
い
に
は
「
国
民
党
の
民
権
主
義
と
天
賦
の
人
権
と
は
別
な
も
の
で
あ
る
」
と
ま
で
宣
言
さ
れ
る
よ
う
に
変
化
?５
）
し
た
。
こ
う
し
て
〞
民
権
〝
が
〞
党
権
〝
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
る
と
、
民
衆
は
偉
大
な
?
党
?
の
前
で
〞
奴
隷
性
を
も
っ
た
盲
従
の
群
れ
〝
に
陥
れ
ら
れ
て
し
ま
い
、
つ
い
に
党
権
は
、
そ
の
よ
う
な
民
衆
を
〞
指
導
〝
さ
え
で
き
る
?
皇
権
?
す
ら
抱
く
よ
う
に
な
?６
）
っ
た
。
こ
う
し
て
近
代
史
の
過
程
で
は
、
孫
中
山
の
民
権
主
義
は
一
種
の
国
権
主
義
と
い
う
形
態
を
伴
っ
た
党
権
主
義
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
?７
）
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
孫
中
山
の
民
権
主
義
は
、
反
個
人
主
義
的
な
集
団
本
位
の
傾
向
を
も
ち
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
彼
の
民
権
主
義
は
、
結
果
的
に
み
て
人
権
主
義
を
後
退
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
?８
）
よ
う
。
こ
の
こ
と
を
回
顧
す
れ
ば
、
近
代
・
現
代
の
中
国
に
お
い
て
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、
な
に
よ
り
も
先
ず
〞
人
権
〝
で
あ
り
、
次
い
で
〞
民
権
〝
で
あ
る
。
こ
の
順
序
を
誤
っ
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
人
権
と
民
権
を
区
別
す
れ
ば
、
ま
さ
に
〞
人
権
的
核
心
是
自
由
、
民
権
的
核
心
是
民
主
〝「
人
権
の
核
心
は
自
由
で
あ
り
、
民
権
の
核
心
は
民
主
で
?９
）
あ
る
。」
今
日
、
た
だ
漠
然
と
〞
民
主
〝
を
叫
び
、〞
自
由
〝
を
軽
視
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、〞
政
道
〝
に
導
か
れ
た
新
憲
政
主
義
に
基
づ
き
〞
人
権
と
自
由
〝
を
〞
民
権
と
民
主
〝
に
優
先
さ
せ
て
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
古
い
憲
政
で
は
民
権
を
掲
げ
て
〞
民
主
〝
を
求
め
る
が
、
新
憲
政
主
義
で
は
人
権
を
掲
げ
て
自
由
を
も
と
め
る
。
中
国
で
思
想
解
放
と
言
論
開
放
を
実
現
す
る
に
は
、
先
づ
思
想
の
自
由
、
良
心
の
自
由
が
前
提
と
な
り
、
次
い
で
〞
民
主
〝
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
?10
）
ろ
う
。
さ
て
『
論
語
』
の
政
道
は
〞
政
〝
の
道
徳
準
則
を
求
め
る
が
、〞
政
〝
の
諸
々
の
道
徳
準
則
に
お
い
て
、
政
道
が
根
拠
と
す
る
も
の
は
仁
道
で
あ
り
、
そ
れ
が
実
現
し
よ
う
と
す
る
の
は
仁
政
で
あ
る
。〞
爲
政
以
徳
〝「
執
政
は
徳
を
以
て
す
る
」
と
は
〞
政
〝
の
正
道
で
あ
る
。
秀
康
子
が
孔
子
に
〞
政
〝
を
問
う
と
、〞
如
殺
無
道
以
就
有
道
、
何
如
、
孔
子
対
曰
、
子
爲
政
、
焉
用
殺
、
子
欲
善
而
民
善
矣
〝。「
如
し
無
道
を
殺
し
て
、
有
道
に
就
（
成
）
さ
ば
何
如
。
孔
子
対
え
て
曰
く
、
子
政
を
為
す
に
焉
ん
ぞ
殺
す
こ
と
を
用
い
む
。
子
、
善
を
欲
せ
ば
、
而
ち
民
善
か
ら
む
」
と
。（「
顔
淵
」
第
?11
）
一
二
）
仁
政
と
徳
政
は
、
孔
子
の
政
道
思
想
が
求
め
る
目
標
で
あ
る
。
政
道
問
題
の
提
起
は
、
お
札
幌
学
院
法
学
（
二
一
巻
一
号
）
?
）
一
三
一
三
も
に
支
配
者
の
暴
政
に
向
け
て
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。
政
道
を
求
め
る
こ
と
は
、
暴
政
を
克
服
し
、
仁
政
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
孔
子
は
言
う
。〞
善
爲
邦
百
年
、
亦
可
以
勝
残
去
殺
矣
、
誠
哉
是
言
也
〝。「
善
人
、
邦
を
為
む
る
こ
と
百
年
な
ら
ば
、
亦
た
以
て
残
に
勝
ち
て
殺
を
去
る
べ
し
と
。
誠
な
る
か
な
、
是
の
言
や
」
と
。（「
子
路
」
第
?12
）
一
三
）
こ
う
し
て
み
る
と
、
人
を
殺
す
こ
と
を
好
む
残
忍
な
暴
政
に
反
対
す
る
の
は
、
孔
子
の
一
貫
し
た
思
想
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
政
道
に
お
け
る
〞
政
〝
の
真
の
意
味
は
、
己
を
正
し
く
し
、
と
く
に
支
配
者
に
自
己
規
制
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
孔
子
は
〞
政
者
正
也
、
子
師
而
正
、
孰
敢
不
正
〝。「
政
と
は
正
な
り
。
子
師
い
て
正
し
け
れ
ば
、
孰
か
敢
え
て
正
し
か
ら
ざ
ら
む
」
と
述
べ
て
い
る
。（「
顔
淵
」
第
?13
）
一
二
）。
ま
た〞
其
身
正
、
不
令
而
行
、
其
身
不
正
、
雖
令
不
従
〝。「
其
の
身
正
し
き
と
き
は
、
令
せ
ざ
る
も
行
わ
れ
、
其
の
身
正
し
か
ら
ざ
る
と
き
は
、
令
す
と
雖
も
従
わ
れ
ず
」
と
。（「
子
路
」
第
?14
）
一
三
）〞
苟
正
其
身
矣
、
於
従
政
乎
何
有
、
不
能
正
其
身
、
如
正
人
何
〝。
「
苟
く
も
其
の
身
を
正
せ
ば
、
政
に
従
う
に
於
い
て
か
何
か
有
ら
む
。
其
の
身
を
正
し
く
す
る
能
わ
ざ
れ
ば
、
如
何
ぞ
、
人
を
正
し
く
せ
む
」
と
。（「
子
路
」
第
?14
）
一
三
）
支
配
者
に
対
し
て
自
己
規
制
を
求
め
る
の
は
政
道
の
真
の
意
味
で
あ
り
、
ま
た
近
代
に
お
け
る
西
方
の
憲
政
思
想
の
本
義
で
も
あ
る
。
憲
政
は
政
府
の
権
力
を
制
限
し
て
個
人
の
自
由
と
人
権
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
政
道
は
支
配
者
の
権
力
を
自
己
規
制
さ
せ
、
人
民
が
暴
政
の
損
害
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
考
え
方
は
一
致
し
て
い
る
。
一
面
で
は
、
治
め
る
者
の
権
力
を
制
限
し
、
他
面
で
は
治
め
ら
れ
る
者
の
権
利
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
両
面
の
有
機
的
な
結
合
こ
そ
、
憲
政
の
主
張
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
杜
鋼
建
教
授
は
、〞
政
道
〝
を
掲
げ
、
支
配
者
の
権
力
を
規
制
す
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
。〞
謹
権
量
、
審
法
度
、
修
廃
官
、
四
方
之
政
行
焉
〝。「
権
量
を
謹
み
、
法
度
を
審
か
に
し
、
廃
官
を
修
む
れ
ば
、
四
方
の
政
行
な
わ
れ
む
」（「
堯
曰
」
第
?15
）
二
〇
）
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
権
力
の
授
与
に
対
し
て
、
特
別
の
慎
み
深
さ
を
求
め
て
い
る
。
権
力
が
恣
意
に
授
け
ら
れ
て
は
な
ら
ず
、
と
く
に
濫
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
孔
子
は
言
い
う
。〞
可
与
共
学
、
未
可
与
適
道
、
可
与
適
道
、
未
可
与
立
、
可
与
立
、
未
可
与
権
〝。「
与
に
共
に
学
ぶ
べ
き
も
、
?
）
一
四
一
四
中
国
に
お
け
る
政
治
体
制
改
革
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
未
だ
与
に
道
に
適
く
べ
か
ら
ず
。
与
に
道
に
適
く
べ
き
も
、
未
だ
与
に
立
つ
べ
か
ら
ず
。
与
に
立
つ
べ
き
も
、
未
だ
与
に
権
る
べ
か
ら
ず
」
と
。（「
子
罕
」
?16
）
第
九
）〞
権
〝
は
政
道
が
重
視
す
る
焦
点
で
あ
る
。
だ
が
政
道
は
、
支
配
者
の
権
力
に
対
す
る
制
限
を
強
調
し
、
そ
の
重
点
は
道
徳
準
則
を
通
じ
て
制
限
す
る
が
、
こ
れ
は
、
西
方
の
学
者
が
法
制
度
を
通
じ
て
制
限
し
重
ん
ず
る
こ
と
に
比
べ
劣
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
〞
博
學
於
文
、
約
之
以
禮
〝。「
博
く
文
を
学
び
て
、
こ
れ
を
約
に
す
る
に
礼
を
以
て
す
」（「
顔
淵
」
第
?17
）
一
二
）、〞
夫
子
循
循
然
善
誘
人
、
博
我
以
文
、
約
我
以
禮
、
欲
罷
不
能
〝。「
夫
子
、
循
循
然
と
し
て
善
く
人
を
誘
き
、
我
を
博
く
す
る
に
文
を
以
て
し
、
我
を
約
か
に
す
る
に
礼
を
も
っ
て
し
、
罷
ま
む
と
欲
す
る
と
雖
能
わ
ざ
ら
し
む
」（「
子
罕
」
?18
）
第
九
）
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
、
礼
や
道
徳
規
範
を
も
っ
て
権
力
を
制
限
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
礼
を
以
て
こ
れ
を
制
約
す
る
こ
と
と
、
法
を
も
っ
て
こ
れ
を
制
約
す
る
こ
と
を
有
効
に
結
び
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
権
力
を
制
限
し
よ
う
と
い
う
主
張
は
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
憲
政
論
の
面
か
ら
み
る
と
、『
論
語
』の
賢
人
政
治
に
関
す
る
思
想
は
、
選
挙
制
度
を
強
化
す
る
の
に
参
考
に
な
る
と
い
う
意
義
が
あ
る
。
仲
弓
が
政
を
問
う
と
、
孔
子
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。〞
先
有
司
、
赦
小
過
賢
才
〝。「
有
司
を
（
ぶ
を
）
先
と
す
、（
有
司
を
ぶ
に
）
小
過
を
赦
し
、
賢
才
を
挙
げ
よ
」
と
。
ま
た
〞
焉
知
賢
才
而
之
〝。「
焉
く
ん
ぞ
賢
才
を
知
っ
て
之
を
挙
げ
む
」
と
問
う
と
、
孔
子
は
〞
爾
所
知
、
爾
所
不
知
、
人
其
舎
諸
〝。「
爾
の
知
れ
る
所
を
挙
ぐ
れ
ば
、
爾
の
知
ら
ざ
る
所
は
、
人
其
れ
諸
れ
を
舎
て
む
や
」
と
。（「
子
路
」
第
?19
）
一
三
）
孔
子
は
、
賢
才
を
挙
げ
る
こ
と
を
仁
と
知
の
重
要
な
表
現
と
し
た
の
で
あ
る
。
が
仁
を
問
う
と
、
孔
子
は
〞
愛
人
〝、「
人
を
愛
せ
よ
」
と
言
い
、
智
を
問
う
と
、〞
知
人
〝「
人
を
知
れ
よ
」
と
述
べ
て
い
る
。
孔
子
は
、
ま
た
〞
直
錯
諸
枉
、
能
使
枉
者
直
〝。「
直
を
挙
げ
て
諸
れ
を
枉
れ
る
（
人
の
上
に
）
錯
く
と
き
は
、
能
く
枉
れ
る
者
を
し
て
直
か
ら
し
む
」
と
述
べ
て
い
る
。
子
夏
は
、
こ
れ
を
〞
冨
哉
是
言
乎
、
舜
有
天
下
、
選
於
衆
皐
陶
、
不
仁
者
遠
矣
、
湯
有
天
下
、
選
於
衆
伊
尹
、
不
仁
者
遠
矣
〝。「
富
な
る
か
な
、
是
の
言
や
、
舜
、
天
下
を
有
て
る
と
き
衆
に
選
び
て
皐
陶
を
挙
げ
し
か
ば
、
不
仁
者
遠
ざ
か
り
ぬ
、
湯
、
天
下
を
有
て
る
と
き
、
衆
を
選
び
て
伊
尹
を
挙
げ
し
か
ば
、
不
仁
者
は
遠
ざ
か
り
ぬ
」（「
顔
淵
」
第
?20
）
一
二
）
と
解
釈
し
て
い
る
。
当
然
、『
論
語
』
で
言
う
選
挙
制
度
札
幌
学
院
法
学
（
二
一
巻
一
号
）
?
）
一
五
一
五
は
、
主
に
上
の
者
か
ら
選
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
選
挙
権
の
普
遍
性
で
は
な
い
。
だ
が
「
賢
才
を
挙
げ
よ
」
と
「
爾
の
知
れ
る
所
を
挙
げ
よ
」
は
、
選
挙
制
度
の
基
本
的
な
原
則
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
杜
鋼
建
教
授
が
展
開
す
る
『
論
語
』
の
政
道
思
想
は
、
憲
政
建
設
に
理
論
的
な
根
拠
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
家
は
必
ず
や
治
者
階
級
と
被
治
者
階
級
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
人
び
と
が
主
人
公
と
な
る
民
主
を
求
め
は
し
な
い
が
、
徳
を
も
っ
て
執
政
す
る
仁
政
を
求
め
る
。
政
府
の
権
力
は
制
限
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
為
政
者
は
な
に
よ
り
己
を
正
し
、
権
量
を
謹
み
、
法
度
を
審
か
に
し
、
廃
官
を
修
め
、
爾
の
知
る
所
を
挙
げ
よ
、
賢
才
を
挙
げ
よ
、
な
ど
と
い
う
主
張
は
、
い
ず
れ
も
憲
政
論
の
研
究
に
と
っ
て
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。『
論
語
』の
政
道
に
立
脚
し
た
新
し
い
憲
政
主
義
が
徹
底
し
て
求
め
る
目
標
は
、
旧
来
の
民
主
政
治
で
は
な
く
、
自
由
や
人
権
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
仁
政
、
す
な
わ
ち
真
の
憲
政
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
論
語
』
の
政
道
と
新
憲
政
主
義
を
架
橋
す
る
重
要
な
一
致
点
で
あ
る
。
註
?１
）
杜
鋼
建
「『
論
語
』
四
道
与
新
仁
学
四
主
義
」、
載
於
『
新
仁
学
…
…
儒
家
思
想
与
人
権
憲
政
』（
京
獅
企
画
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
一
頁
。
こ
の
論
文
は
、
最
初
は
『
天
津
社
会
科
学
』
一
九
九
三
年
第
六
期
、
五
一
頁
以
下
に
掲
載
さ
れ
た
。
な
お
鈴
木
敬
夫
編
訳
『
中
国
の
人
権
論
と
相
対
主
義
』（
前
掲
）
二
一
五
頁
以
下
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
?２
）
こ
の
「
支
配
者
に
な
る
こ
と
の
で
き
な
い
」
民
衆
を
い
か
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。〞
人
を
治
め
る
者
（
治
者
）
は
人
に
食
わ
れ
、
人
に
治
め
ら
れ
る
者
（
被
治
者
）
は
人
を
食
ら
う
〝
と
い
う
関
係
に
お
い
て
、
ま
ず
「
人
に
食
わ
れ
る
」
者
、「
人
を
食
ら
う
者
」
の
位
置
づ
け
が
問
わ
れ
よ
う
。
政
道
論
で
は
、
孔
子
の
「
為
政
以
徳
」、
孟
子
の
「
以
徳
行
仁
者
王
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
有
徳
者
王
」
思
想
と
〞
禅
譲
〝
と
〞
放
伐
〝
の
「
革
命
」
思
想
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
執
権
者
は
常
に
民
衆
の
た
め
に
政
治
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、〞
使
之
主
事
、
而
事
治
、
百
姓
安
之
、
是
民
受
之
也
〝「
之
を
し
て
事
を
主
ら
し
め
て
事
治
ま
り
、
百
姓
之
に
安
ん
ず
、
是
れ
民
は
之
を
受
く
る
な
り
」（『
孟
子
』
萬
章
章
句
上
）
は
、
ま
さ
に
執
権
者
は
民
衆
か
ら
授
権
さ
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ね
に
被
治
者
は
執
権
者
を
「
食
ら
う
」
す
な
わ
ち
更
迭
す
る
自
由
が
あ
?
）
一
六
一
六
中
国
に
お
け
る
政
治
体
制
改
革
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
孟
子
の〞
君
有
大
過
則
諌
、
反
復
之
而
不
、
則
易
位
〝「
君
大
過
あ
れ
ば
則
ち
諌
め
、
之
を
反
復
し
て
聴
か
ざ
れ
ば
則
ち
位
を
換
〔
易
〕
ふ
」（『
孟
子
』
第
十
、
萬
章
章
句
下
）
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
〞
天
下
有
道
、
庶
民
不
議
論
〝「
天
下
に
道
あ
ら
ば
〔
治
世
あ
ら
ば
〕、
庶
民
に
議
論
な
し
」
で
あ
る
。
こ
の
前
提
に
立
っ
て
、
孟
子
は
、
暴
政
や
暴
君
を
「
食
ら
う
」
ど
こ
ろ
か
、
こ
れ
に
仕
え
る
こ
と
を
敢
え
て
拒
否
せ
ず
、
服
従
す
る
者
を
〞
民
賊
〝
と
よ
ん
で
蔑
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
杜
鋼
建
教
授
の
「
人
を
食
う
者
」
と
は
、
儒
学
の
価
値
観
念
で
あ
る
政
道
か
ら
す
れ
ば
被
治
者
た
る
民
衆
で
あ
り
、つ
ね
に
支
配
者
に
な
る
こ
と
の
な
い
民
衆
政
治
の
主
権
者
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、〞
水
能
載
舟
、
水
亦
能
覆
舟
〝「
水
は
舟
を
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
同
時
に
ま
た
舟
を
転
覆
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
」
の
た
と
え
の
通
り
、
民
衆
は
水
で
あ
り
、
舟
と
は
異
な
る
位
相
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
『
新
仁
学
…
…
儒
家
思
想
与
人
権
憲
政
』（
前
掲
）
一
七
頁
。
?３
）
杜
鋼
建
「
新
憲
政
主
義
与
政
治
体
制
改
革
」、
載
於
『
浙
江
学
刊
』
一
九
九
三
年
一
期
五
五
頁
参
照
。
?４
）
杜
鋼
建
「
従
民
権
主
義
到
人
権
主
義
…
…
孫
中
山
人
権
思
想
傾
向
析
」、
載
於
『
憲
政
的
理
想
与
現
実
…
…
憲
法
与
憲
政
研
究
文
集
』
祥
瑞
主
編
（
一
九
九
五
年
、
中
国
人
事
出
版
社
）
八
一
頁
。
こ
の
論
文
は
杜
鋼
建
著
『
中
国
近
百
年
人
権
思
想
』（
中
文
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
七
七
頁
以
下
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
?５
）
杜
鋼
建
「
従
民
権
主
義
到
人
権
主
義
…
…
孫
中
山
人
権
思
想
傾
向
析
」（
前
掲
）
八
五
頁
〜
八
六
頁
。
?６
）
民
権
か
ら
皇
帝
権
力
へ
の
推
移
は
、〞
独
裁
〝権
力
へ
の
過
程
で
も
あ
る
。
こ
こ
に
階
級
闘
争
に
従
属
し
た
社
会
主
義
法
の
下
に
お
け
る
人
民
の〞
民
主
独
裁
〝
と
照
合
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
党
権
が
民
権
よ
り
重
い
と
さ
れ
る
経
緯
に
つ
い
て
、
杜
鋼
建
「
従
民
権
主
義
到
人
権
主
義
…
…
孫
中
山
人
権
思
想
傾
向
析
」（
前
掲
）
八
五
頁
。
?７
）
杜
鋼
建
「
従
民
権
主
義
到
人
権
主
義
…
…
孫
中
山
人
権
思
想
傾
向
析
」（
前
掲
）
八
六
頁
。
?８
）
孫
中
山
は
革
命
後
期
に
お
い
て
、
国
民
全
体
の
権
利
と
個
人
の
権
利
を
鋭
く
対
立
さ
せ
、
人
権
が
民
権
の
前
提
で
あ
り
、
か
つ
基
礎
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
杜
鋼
建
「
従
民
権
主
義
到
人
権
主
義
…
…
孫
中
山
人
権
思
想
傾
向
析
」（
前
掲
）
八
八
頁
。
?９
）
杜
鋼
建
「
従
民
権
主
義
到
人
権
主
義
…
…
孫
中
山
人
権
思
想
傾
向
析
」（
前
掲
）
八
九
頁
。
?10
）
『
論
語
』
武
内
義
雄
訳
註
（
一
九
六
八
年
、
筑
摩
書
房
）
一
二
三
頁
、「
顔
淵
」
第
一
二
の
一
九
。
?11
）
『
論
語
』
武
内
義
雄
訳
註
（
前
掲
）
一
二
三
頁
、「
顔
淵
」
第
一
二
の
一
九
。
?12
）
『
論
語
』（
前
掲
）
一
三
四
頁
、「
子
路
」
第
一
三
の
一
一
。
?13
）
『
論
語
』（
前
掲
）
一
二
三
頁
、「
顔
淵
」
第
一
二
の
一
七
。
札
幌
学
院
法
学
（
二
一
巻
一
号
）
?
）
一
七
一
七
?14
）
『
論
語
』（
前
掲
）
一
三
三
頁
、「
子
路
」
第
一
三
の
六
、
一
三
五
頁
、「
子
路
」
第
一
三
の
一
三
。
?15
）
『
論
語
』（
前
掲
）
二
〇
九
頁
、「
堯
曰
」
第
二
〇
の
五
。
?16
）
『
論
語
』（
前
掲
）
九
七
頁
、「
子
罕
」
第
九
の
三
一
。
?17
）
『
論
語
』（
前
掲
）
一
二
三
頁
、「
顔
淵
」
第
一
二
の
一
五
。
?18
）
『
論
語
』（
前
掲
）
九
一
頁
、「
子
罕
」
第
九
の
一
一
。
?19
）
『
論
語
』（
前
掲
）
一
三
一
頁
、「
子
路
」
第
一
三
の
二
。
?20
）
『
論
語
』（
前
掲
）
一
二
五
頁
、「
顔
淵
」
第
一
二
の
二
二
。
Ⅳ
政
治
体
制
改
革
へ
の
道
…
…〞
政
道
〝
を
い
か
に
実
現
す
る
か
憲
法
改
正
の
過
程
で
〞
以
人
為
本
〝
が
宣
言
さ
れ
た
こ
と
は
、
既
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
だ
が
、〞
以
人
為
本
〝
が
現
実
に
憲
政
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
な
け
れ
ば
単
に
絵
に
か
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
上
述
し
た
杜
鋼
建
教
授
の
新
仁
学
〞
政
道
〝
の
基
本
的
な
原
則
は
、
こ
の
〞
以
人
為
本
〝
を
具
体
化
す
る
筋
道
を
示
し
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
杜
鋼
建
教
授
が
示
す
〞
政
道
〝
と
は
何
か
、
す
な
わ
ち
彼
が
説
く
政
治
体
制
改
?1
）
革
論
に
傾
聴
し
よ
う
。
い
わ
く
、
ま
ず
、
政
治
体
制
の
改
革
は
、
政
治
文
明
建
設
の
核
心
的
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
政
治
体
制
の
改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
現
在
の
政
治
体
制
に
は
数
多
く
の
弊
害
が
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
多
様
な
形
態
が
み
ら
れ
る
が
、
た
と
え
ば
、
党
政
未
分
、
民
主
や
権
力
へ
の
制
限
な
ど
の
欠
如
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
ま
た
政
府
権
力
の
部
門
化
、
部
門
権
力
の
利
益
化
、
利
益
獲
得
行
程
の
審
査
許
可
化
、
審
査
許
可
の
複
雑
化
な
ど
の
形
に
集
中
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
現
在
の
政
治
体
制
の
基
本
的
特
徴
は
、
官
本
位
に
あ
る
と
み
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
官
本
位
と
は
、
官
を
本
と
す
る
思
想
で
あ
り
、
す
べ
て
は
官
?
）
一
八
一
八
中
国
に
お
け
る
政
治
体
制
改
革
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
に
な
る
た
め
に
あ
り
、
官
職
さ
え
握
れ
ば
何
で
も
得
ら
れ
る
と
す
る
考
え
か
た
で
あ
る
。
中
国
共
産
党
第
十
六
大
会（
以
下
十
六
と
略
記
）
の
報
告
は
、「
政
治
文
明
建
設
」
の
目
標
を
提
起
し
、「
四
つ
の
基
本
原
則
を
堅
持
す
る
前
提
に
、
積
極
的
か
つ
穏
健
に
政
治
体
制
の
改
革
を
進
め
る
べ
き
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
政
治
体
制
の
改
革
は
極
め
て
複
雑
な
仕
事
で
あ
り
、
我
わ
れ
は
今
日
の
政
治
体
制
が
も
つ
弊
害
に
合
わ
せ
て
、
一
歩
一
歩
着
実
に
改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
、
大
き
な
成
果
を
収
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
⑴
な
ぜ
、
政
治
体
制
の
改
革
を
進
め
る
の
か
政
治
体
制
改
革
を
進
め
る
理
由
は
、
国
民
の
権
利
を
も
っ
と
し
っ
か
り
と
保
障
す
る
た
め
で
あ
る
。
曾
て
人
び
と
は
、
政
治
権
力
の
基
底
が
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
か
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
が
、
政
府
が
国
際
人
権
条
約
に
加
入
し
て
以
来
、
国
民
の
権
利
は
、
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
が
顕
在
化
し
て
き
た
。
現
行
の
政
治
体
制
の
も
と
で
、
国
民
の
権
利
あ
る
い
は
一
般
の
権
利
は
政
府
の
特
許
権
に
変
質
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
現
行
の
戸
籍
制
度
は
国
民
の
移
動
の
自
由
を
著
し
く
侵
害
し
て
い
る
。
北
京
市
で
外
地
（
他
郷
）
人
の
就
職
に
対
し
て
設
け
た
部
門
的
制
限
は
、
今
日
で
は
一
九
九
九
年
の
五
つ
か
ら
八
つ
に
増
加
し
、
職
業
上
の
制
限
は
一
九
九
九
年
の
三
四
か
ら
一
〇
三
に
増
加
し
て
い
る
。
戸
籍
制
度
に
依
拠
し
て
い
る
教
育
制
度
も
、
つ
ね
に
国
民
の
教
育
権
を
侵
害
し
て
い
る
。
地
方
で
大
学
を
設
立
す
る
こ
と
が
困
難
な
問
題
、
私
立
大
学
が
差
別
を
受
る
問
題
は
、
よ
く
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
過
去
二
〇
年
間
、
個
人
経
済
の
発
展
は
激
し
い
起
伏
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
政
府
の
恣
意
的
な
権
力
行
使
に
よ
っ
て
、
企
業
の
自
主
的
権
利
や
経
営
権
が
侵
害
さ
れ
る
の
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
そ
の
も
っ
と
も
重
要
な
要
因
は
、
基
本
的
権
利
を
保
障
す
る
理
念
と
制
度
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
曾
て
生
存
権
を
一
番
重
要
な
人
権
で
あ
る
と
し
た
が
、
今
で
は
、
一
六
大
会
の
報
告
が
提
起
し
た
民
主
選
挙
、
民
主
決
定
、
民
主
管
理
、
民
主
監
督
を
最
も
重
要
な
人
権
と
し
て
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。
最
も
重
要
な
人
権
が
生
存
権
か
ら
四
つ
の
民
主
権
利
に
変
え
る
こ
と
は
、
政
治
体
制
改
革
を
進
め
る
前
提
で
あ
る
。
札
幌
学
院
法
学
（
二
一
巻
一
号
）
?
）
一
九
一
九
政
治
体
制
改
革
を
進
め
る
理
由
に
は
、
も
う
一
つ
反
腐
敗
の
要
請
が
あ
る
。
公
法
学
に
よ
る
と
、
腐
敗
は
公
権
力
が
何
ら
制
約
を
受
け
な
い
状
況
の
下
で
多
発
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
権
宣
言
は
、
現
実
の
腐
敗
問
題
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。
人
権
宣
言
は
「
人
権
の
無
知
、
忘
却
あ
る
い
は
軽
視
が
、
公
の
不
幸
と
政
府
の
腐
敗
の
唯
一
の
原
因
で
あ
る
」
と
い
う
文
章
か
ら
は
じ
ま
る
。
も
っ
と
も
根
本
的
な
腐
敗
は
、
公
権
力
の
歪
曲
と
変
質
お
よ
び
公
権
力
の
異
化
と
い
う
形
で
個
人
の
利
益
あ
る
い
は
集
団
利
益
、
部
門
利
益
、
単
位
利
益
を
図
り
、
規
定
を
超
え
た
金
額
の
収
入
と
資
源
を
む
さ
ぼ
り
取
る
こ
と
で
あ
る
。
腐
敗
を
議
論
す
る
場
合
に
は
、
権
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
政
府
の
権
力
と
国
民
の
力
が
バ
ラ
ン
ス
を
失
っ
て
、
政
府
権
力
の
性
質
が
変
質
し
、
政
府
の
権
力
行
使
が
法
律
の
軌
道
を
外
れ
た
場
合
に
は
、
国
民
の
権
力
は
何
ら
の
抵
抗
も
で
き
ず
、
保
障
も
さ
れ
な
く
な
る
。
こ
の
と
き
に
発
生
す
る
腐
敗
が
、
も
っ
と
も
深
刻
な
腐
敗
で
あ
る
。
腐
敗
は
権
力
の
異
化
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
八
〇
年
代
以
来
、
権
力
の
分
化
に
よ
っ
て
、
各
級
政
府
の
権
力
は
し
だ
い
に
弱
く
な
っ
て
来
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
民
衆
の
権
利
が
大
幅
に
強
化
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
。
逆
に
、
む
し
ろ
部
門
の
利
益
に
侵
食
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
私
は
こ
の
現
象
を
「
政
府
権
力
の
部
門
化
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
現
象
は
、
経
済
運
営
方
式
の
転
換
期
に
発
生
す
る
腐
敗
の
根
源
で
あ
る
。
多
く
の
審
査
許
可
項
目
は
、
八
〇
年
代
の
初
頭
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
、
政
府
の
各
部
門
は
次
々
と
さ
ま
ざ
ま
な
許
可
審
査
の
権
力
を
立
ち
上
げ
た
が
、
こ
れ
が
次
第
に
固
定
さ
れ
、
発
展
し
て
部
門
の
権
力
が
利
益
で
あ
る
と
み
ん
な
が
公
認
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
は
こ
の
現
象
を
「
部
門
権
力
の
利
益
化
」
と
呼
ぶ
。
利
益
化
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
獲
得
さ
れ
る
の
か
？
そ
れ
は
「
利
益
獲
得
行
程
の
審
査
許
可
化
」、
審
査
許
可
の
方
式
を
経
て
、
最
後
に
「
審
査
許
可
方
式
の
複
雑
化
」に
よ
っ
て
獲
得
し
た
わ
け
で
あ
る
。「
政
府
権
力
の
部
門
化
、
部
門
権
力
の
利
益
化
、
利
益
獲
得
行
程
の
審
査
許
可
化
、
審
査
方
式
の
複
雑
化
」
な
ど
を
通
じ
て
、
公
権
力
の
腐
敗
は
表
面
化
さ
れ
、
日
常
化
さ
れ
、
社
会
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
活
動
、
市
場
活
動
と
密
接
に
繫
り
、
生
活
の
中
に
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
?
）
二
〇
二
〇
中
国
に
お
け
る
政
治
体
制
改
革
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
⑵政
治
体
制
の
改
革
は
、
人
類
政
治
文
明
の
成
果
を
思
い
き
っ
て
参
考
に
す
る
必
要
が
あ
る
政
治
体
制
の
改
革
を
進
め
る
さ
い
、
我
わ
れ
は
、
果
敢
に
人
類
政
治
文
明
の
有
益
な
成
果
を
参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
。
十
六
大
会
報
告
に
よ
れ
ば
、「
人
類
政
治
文
明
の
有
益
な
成
果
を
参
考
に
す
る
が
、
け
っ
し
て
西
洋
の
政
治
制
度
を
そ
の
ま
ま
移
す
こ
と
は
し
な
い
」と
す
る
。
確
か
に
、
西
洋
の
政
党
制
度
モ
デ
ル
を
そ
の
ま
ま
移
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
先
進
的
な
思
想
、
理
論
は
学
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
三
権
分
立
の
理
論
が
そ
れ
で
あ
る
。
か
つ
て
人
び
と
は
、
三
権
分
立
制
度
を
西
洋
資
本
主
義
制
度
に
特
有
な
も
の
と
認
識
し
て
い
た
が
、
現
代
の
公
共
管
理
の
モ
デ
ル
か
ら
み
て
〞
政
策
決
定
〝、〞
執
行
〝、〞
監
督
〝
の
分
離
と
制
約
は
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
た
相
互
の
協
力
も
必
要
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
新
し
い
三
権
論
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
三
権
は
、
さ
ら
に
国
民
の
基
本
的
な
権
利
を
保
障
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
化
に
統
一
さ
れ
る
。
行
政
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
革
を
よ
り
一
歩
前
進
さ
せ
る
た
め
に
、
今
回
の
一
六
大
会
は
「
政
策
決
定
、
執
行
、
監
督
の
相
互
協
力
」
を
提
起
し
て
い
る
。
行
政
三
分
制
の
改
革
を
探
求
す
る
の
は
、
行
政
体
制
改
革
を
も
っ
と
進
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
九
九
八
年
に
始
ま
っ
た
政
府
機
関
の
改
革
は
、
確
か
に
数
多
く
の
成
果
を
生
ん
だ
が
、
政
府
の
機
能
転
換
と
行
政
体
制
の
調
整
の
面
で
は
、
い
ま
な
お
大
き
な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
十
六
大
会
で
、
政
策
決
定
、
執
行
、
監
督
の
相
互
協
力
を
提
起
す
る
の
に
先
立
ち
、
行
政
分
離
の
問
題
に
つ
い
て
、
中
央
政
府
の
関
連
部
局
で
は
、
予
め
各
部
局
に
と
っ
て
必
要
な
理
論
を
検
討
し
た
。
行
政
権
の
三
分
化
を
進
め
る
の
は
、
現
在
の
行
政
管
理
シ
ス
テ
ム
の
な
か
に
、「
弱
い
政
府
、
強
い
部
門
」、「
政
府
権
力
の
部
門
化
」の
弊
害
が
、
五
つ
の
レ
ベ
ル
の
政
府
で
広
く
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
目
下
、
深
圳
市
は
、
全
国
で
最
初
に
行
政
の
審
査
許
可
制
度
の
改
革
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
他
の
地
方
政
府
に
と
っ
て
モ
デ
ル
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
中
央
政
府
の
審
査
許
可
制
度
を
啓
発
し
、
促
進
さ
せ
る
作
用
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
だ
が
、
改
革
を
進
め
る
に
は
、
幾
つ
か
の
政
策
案
か
ら
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
。
政
府
と
部
門
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
目
下
、
我
が
国
の
都
市
政
府
の
行
政
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
は
三
つ
の
案
が
あ
り
得
る
。
一
つ
は
、
政
府
の
政
策
決
定
、
部
門
執
行
で
あ
り
、
札
幌
学
院
法
学
（
二
一
巻
一
号
）
?
）
二
一
二
一
二
つ
は
、
政
府
と
総
合
部
門
の
連
繫
に
よ
る
政
策
決
定
、
他
部
門
の
執
行
、
三
つ
は
行
政
部
門
の
組
み
合
わ
せ
を
大
き
な
シ
ス
テ
ム
と
し
、
そ
の
中
で
政
策
決
定
部
門
と
執
行
部
門
を
分
け
る
考
え
か
た
で
あ
る
。
深
圳
市
の
場
合
、
も
し
、
上
記
の
三
つ
の
考
え
方
を
組
み
合
わ
せ
て
改
革
を
進
め
た
な
ら
ば
、
深
圳
市
の
現
状
に
よ
り
合
致
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
国
際
的
に
通
用
し
て
い
る
方
法
を
と
っ
て
専
門
的
な
行
政
執
行
部
門
を
設
立
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
執
行
部
門
で
は
、
専
門
的
に
法
律
に
よ
っ
て
執
行
監
督
を
行
い
、
規
則
に
照
ら
し
て
事
務
を
処
理
し
、
独
立
し
た
運
営
や
政
策
の
決
定
、
政
策
の
調
整
の
機
能
を
担
わ
な
い
よ
う
に
す
る
。
政
策
の
制
定
は
、
監
督
や
管
理
と
相
対
的
に
分
け
、
監
督
、
管
理
も
技
術
検
査
の
機
能
と
相
対
的
に
分
け
る
必
要
が
あ
る
。
⑶
政
治
体
制
改
革
へ
の
幾
つ
か
の
入
り
口
大
き
な
面
か
ら
い
え
ば
、
行
政
シ
ス
テ
ム
改
革
の
外
に
政
治
体
制
改
革
が
あ
り
、
そ
れ
は
以
下
の
四
つ
の
面
か
ら
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
１
．
司
法
シ
ス
テ
ム
の
改
革
司
法
シ
ス
テ
ム
の
改
革
は
、
裁
判
所
の
独
立
と
地
位
の
向
上
で
あ
り
、
重
点
を
裁
判
所
の
直
接
管
理
に
お
い
て
、
裁
判
官
の
人
事
に
関
す
る
権
限
と
裁
判
所
の
財
政
権
の
独
立
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
裁
判
所
の
直
接
管
理
に
は
、
三
つ
の
モ
デ
ル
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
大
き
な
地
区
に
裁
判
所
を
設
立
す
る
こ
と
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
三
の
法
律
区
域
に
分
け
、
各
区
域
内
で
は
直
接
管
理
を
実
行
し
て
い
る
。
現
在
の
省
レ
ベ
ル
の
裁
判
所
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
、
市
、
県
レ
ベ
ル
の
裁
判
所
は
、
省
級
レ
ベ
ル
の
裁
判
所
で
直
接
管
理
す
る
よ
う
に
す
る
。
そ
し
て
各
地
方
の
裁
判
所
は
、
す
べ
て
最
高
裁
判
所
の
直
接
管
理
を
受
け
る
よ
う
に
す
る
。
?
）
二
二
二
二
中
国
に
お
け
る
政
治
体
制
改
革
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
２．
地
方
自
治
と
中
央
分
権
今
後
、
中
央
と
地
方
の
関
係
を
よ
く
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
実
は
、
一
九
九
四
年
分
税
制
度
を
実
行
し
て
以
来
、
中
央
と
地
方
の
関
係
は
協
議
関
係
に
あ
る
。
か
つ
て
の
公
有
制
度
は
、
そ
の
形
式
は
単
純
で
あ
り
、
国
有
し
か
な
く
地
方
の
公
有
は
な
か
っ
た
。
今
後
、
国
有
資
産
の
管
理
の
改
革
を
進
め
る
上
で
、
重
要
な
仕
事
は
地
方
分
権
で
あ
る
。
地
方
分
権
を
通
じ
て
、
地
方
政
府
は
公
有
の
資
産
法
人
に
な
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
省
市
で
設
け
る
公
有
の
資
産
管
理
委
員
会
は
、
国
家
を
代
表
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
方
が
真
の
権
利
者
と
な
る
。
財
政
権
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方
は
ま
す
ま
す
地
方
自
治
を
実
現
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
３
．
基
層
の
民
主
を
各
大
す
べ
き
で
あ
る
今
後
は
、
基
層
の
民
主
を
も
っ
と
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
村
民
に
よ
る
選
挙
を
郷
鎮
レ
ベ
ル
に
発
展
さ
せ
、
県
市
レ
ベ
ル
で
の
直
接
選
挙
を
実
現
す
べ
き
で
あ
る
。
地
方
の
事
務
は
、
地
方
の
市
民
投
票
に
よ
っ
て
決
め
る
べ
き
で
あ
る
。
４
．
党
と
政
府
の
関
係
を
調
整
し
、
多
党
協
力
を
も
っ
と
進
め
る
べ
き
で
あ
る
「
政
党
行
為
法
」の
制
定
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
代
議
機
関
に
お
け
る
与
党
の
議
席
は
明
ら
か
に
制
限
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
最
高
五
〇
％
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
処
置
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
策
決
定
の
民
主
化
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
代
議
機
関
の
活
力
を
保
ち
、
さ
ら
に
与
党
の
指
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
は
共
産
党
に
よ
る
幹
部
管
理
は
、
共
産
党
党
員
幹
部
に
対
す
る
管
理
に
代
え
て
行
い
、
次
官
（
副
部
レ
ベ
ル
）
以
下
の
非
共
産
党
幹
部
に
対
し
て
は
関
与
す
べ
き
で
は
な
い
。
今
後
の
憲
政
改
革
で
は
、
憲
法
の
実
施
と
監
督
の
強
化
を
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
三
つ
の
考
え
か
た
が
あ
る
。
一
つ
は
、
全
国
人
民
代
表
大
会
の
下
に
「
憲
法
委
員
会
（
あ
る
い
は
類
似
し
た
憲
法
監
督
機
関
）」
を
設
置
す
る
。
二
つ
は
、
最
高
裁
判
所
の
な
か
に
「
憲
法
札
幌
学
院
法
学
（
二
一
巻
一
号
）
?
）
二
三
二
三
庁
」
を
設
置
す
る
。
三
つ
は
、
憲
法
裁
判
所
を
設
置
す
る
。
目
前
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
現
実
的
な
の
は
一
番
目
の
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
中
国
の
実
情
に
も
合
致
し
て
お
り
、
ま
た
「
監
督
法
」
草
案
に
も
類
似
の
規
定
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
中
国
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
へ
加
入
し
た
か
ら
に
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
求
め
に
応
じ
て
改
革
を
進
め
な
け
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
四
大
自
由
の
要
求
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
人
材
の
自
由（
重
要
な
の
は
移
動
の
自
由
で
あ
る
）、
資
金
の
自
由
、
貨
物
の
自
由
、
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
ま
た
憲
政
に
対
す
る
要
請
で
も
あ
り
、
規
制
改
革
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
〞
規
制
〝
と
は
、
政
府
が
有
し
て
い
る
自
由
を
制
限
す
る
た
め
に
規
制
す
る
こ
と
の
略
称
で
あ
る
。
二
〇
年
以
来
、
規
制
改
革
は
、
西
側
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
規
制
を
緩
和
し
な
け
れ
ば
自
由
は
実
現
で
き
な
い
。
行
政
上
の
審
査
と
許
可
は
、
規
制
の
一
つ
の
手
段
で
あ
る
が
、
不
完
全
な
統
計
に
よ
る
と
、
現
在
、
我
が
国
の
中
央
政
府
が
毎
年
行
う
行
政
審
査
と
許
可
の
件
数
は
、
二
八
、〇
〇
〇
件
ほ
ど
あ
る
。
し
か
し
、
韓
国
で
は
、
一
年
に
三
、〇
〇
〇
件
程
度
、
日
本
で
は
二
、
八
〇
〇
件
程
度
し
か
な
い
。
も
し
、
我
わ
れ
が
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
行
政
審
査
と
許
可
に
対
す
る
改
革
を
進
め
、
必
要
の
な
い
部
門
を
減
ら
し
、
多
く
の
部
門
が
審
査
と
許
可
に
係
わ
る
の
を
防
止
し
な
け
れ
ば
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
要
求
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
効
率
問
題
も
解
決
で
き
な
い
。
憲
法
の
改
正
は
、
主
と
し
て
一
六
大
会
の
報
告
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
で
あ
ろ
う
が
、
変
化
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。
現
在
、
見
解
が
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
。「
人
権
保
障
」、「
私
有
財
産
権
の
保
障
」、「
知
る
権
利
の
保
護
」を
憲
法
に
挿
入
す
る
こ
と
が
可
能
か
否
か
、
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
。
ま
た
、
二
つ
の
会
議
の
後
に
、
部
分
的
な
法
律
の
制
定
が
議
事
日
程
に
上
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
「
情
報
自
由
法
」、「
個
人
デ
ー
タ
保
護
法
」、「
監
督
法
」、「
公
務
員
法
」
な
ど
。
同
時
に
「
政
府
組
織
法
」
や
「
選
挙
法
」
の
改
正
も
議
事
日
程
に
上
が
る
で
あ
ろ
う
。「
立
法
法
」
に
関
し
て
は
、
実
行
の
問
題
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
改
正
の
可
能
性
は
余
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
「
行
政
手
続
き
法
」
は
早
急
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、「
行
政
許
可
法
」
は
年
内
に
出
る
で
あ
ろ
う
。
?
）
二
四
二
四
中
国
に
お
け
る
政
治
体
制
改
革
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
要
す
る
に
、
私
は
重
要
な
法
律
を
い
く
つ
制
定
し
た
で
は
な
く
、
統
一
的
か
つ
長
期
的
な
憲
政
思
想
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
統
一
的
か
つ
長
期
的
な
憲
政
思
想
が
あ
っ
て
こ
そ
、
現
実
の
問
題
を
解
決
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
は
、
二
〇
〇
四
年
憲
法
改
正
に
先
駆
け
て
提
示
さ
れ
た
杜
鋼
建
教
授
の
政
治
体
制
改
革
論
で
あ
る
。
と
く
に
、
こ
の
改
革
論
で
指
摘
さ
れ
た
「
四
つ
の
民
主
権
利
」
を
以
て
改
革
し
、
廃
絶
す
べ
き
「
政
治
権
力
の
部
門
化
」
や
「
部
門
権
力
の
利
益
化
」
等
は
、
か
つ
て
彼
が
掲
げ
た
「
正
向
秩
序
と
反
向
秩
序
」
論
、
つ
ま
り
国
家
と
個
人
の
七
関
係
論
（「
本
末
関
係
」、「
独
立
関
係
」、「
保
護
関
係
」、「
分
配
関
係
」、「
組
織
関
係
」、「
規
制
関
係
」、「
適
切
な
抵
制
関
係
」）の
具
体
的
な
展
開
で
あ
る
だ
け
に
、
注
目
に
値
す
る
。
い
ま
杜
鋼
建
教
授
の
上
記
の
「
政
治
体
制
改
革
論
」
の
本
意
を
探
る
に
は
、
そ
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
新
仁
学
「
政
道
」
論
と
併
せ
て
、
彼
の
「
双
向
法
秩
序
憲
政
論
」
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
註
?１
）
杜
鋼
建
「
政
治
体
制
改
革
的
切
入
点
」、
載
於
『
決
策
咨
詢
』
二
〇
〇
三
年
二
月
三
日
、
一
二
頁
〜
一
三
頁
。
Ⅴ
結
び
に
代
え
て
…
…
正
向
秩
序
と
反
向
秩
序
の
調
和
…
…
杜
鋼
建
教
授
の
政
治
体
制
改
革
の
法
構
造
、
す
な
わ
ち
新
憲
政
主
義
に
お
け
る
基
本
的
権
利
体
系
と
法
治
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
の
制
度
的
意
義
に
関
し
て
法
秩
序
の
面
か
ら
考
察
し
た
論
文
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
杜
鋼
建
「
双
向
法
治
秩
序
与
基
本
権
利
体
系
…
…
儒
家
秩
序
観
的
新
仁
学
思
考
」（
一
九
九
五
年
）
が
そ
れ
で
?１
）
あ
る
。
以
下
で
は
「
結
び
に
代
え
て
」、
こ
の
論
文
に
展
開
さ
れ
て
い
る
「
双
向
秩
序
関
係
」
と
「
基
本
権
利
体
系
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
?
法
治
秩
序
の
権
利
関
係
?
を
重
点
的
に
素
描
し
つ
つ
、
新
仁
学
憲
政
を
概
観
し
た
い
。
札
幌
学
院
法
学
（
二
一
巻
一
号
）
?
）
二
五
二
五
杜
鋼
建
教
授
に
よ
れ
ば
、
個
人
と
公
権
の
関
係
は
「
正
向
秩
序
」
と
「
反
向
秩
序
」
の
「
双
向
的
法
秩
序
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
い
わ
く
、
下
が
上
に
従
い
、
民
が
官
に
従
う
法
秩
序
が
正
向
秩
序
で
あ
り
、
上
が
下
に
従
い
、
官
が
民
に
従
う
法
秩
序
が
反
向
秩
序
で
あ
る
。
正
向
秩
序
は
、
天
、
天
子
、
諸
候
か
ら
士
大
夫
、
平
民
、
百
姓
に
い
た
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
的
な
服
従
関
係
が
あ
り
、
そ
れ
は
礼
と
法
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
礼
と
法
の
規
範
は
、
い
ず
れ
も
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
、
本
質
的
に
は
支
配
集
団
の
支
配
的
地
位
を
維
持
す
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
反
向
秩
序
は
、
伝
統
的
な
仁
学
の
下
に
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
の
も
っ
と
も
低
い
階
層
に
あ
る
民
衆
の
意
志
を
最
高
位
に
あ
る
天
の
意
志
と
同
等
に
扱
い
、
民
意
は
天
意
で
あ
る
と
す
る
。
ま
さ
に
、
そ
れ
は
民
重
軽
君
、
民
本
国
末
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
〞
反
向
〝
と
い
う
思
想
は
、
支
配
者
に
対
し
て
仁
政
を
促
し
、
民
意
を
反
映
さ
せ
、
民
衆
の
意
思
に
従
う
よ
う
求
め
る
。
反
向
秩
序
は
主
と
し
て
仁
と
義
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
服
従
関
係
で
あ
る
。
そ
の
意
義
は
、
暴
政
や
暴
君
の
出
現
を
防
ぐ
こ
と
に
?２
）
あ
る
。
正
向
秩
序
に
く
ら
べ
反
向
秩
序
は
、
い
ま
だ
制
度
的
に
充
分
保
障
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
杜
鋼
建
教
授
は
民
重
軽
君
、
民
本
国
末
の
仁
学
思
想
に
則
し
た
双
向
的
法
秩
序
の
平
衡
関
係
を
構
想
し
て
、
つ
ぎ
の
七
つ
の
基
本
関
係
を
提
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
本
末
関
係
」、「
独
立
関
係
」、「
保
護
関
係
」、「
分
配
関
係
」、「
組
織
関
係
」、「
規
制
関
係
」、「
適
切
な
抵
制
関
係
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
１
．
本
末
関
係
こ
れ
は
個
人
と
国
家
の
根
本
関
係
で
あ
る
。
個
人
を
本
と
し
て
国
家
を
末
に
す
る
と
い
う
主
張
は
、
仁
愛
平
等
を
実
現
し
、
個
人
を
尊
重
す
る
こ
と
を
訴
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
末
関
係
を
通
じ
て
、
国
家
が
仁
政
を
推
し
進
め
、
個
人
に
対
す
る
博
愛
権
、
平
等
権
と
自
由
権
を
実
現
し
保
障
す
る
よ
う
義
務
づ
?３
）
け
る
。
２
．
独
立
関
係
個
人
は
国
家
に
対
し
て
独
立
し
た
関
係
に
あ
り
、
た
と
え
ば
良
心
は
専
制
主
義
的
国
家
で
す
ら
も
抑
圧
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
個
人
が
い
か
に
独
立
し
て
い
る
か
、
そ
の
良
心
の
自
由
を
い
か
に
自
覚
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
個
々
人
が
知
識
や
見
識
を
高
め
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
は
、
反
向
秩
序
関
係
を
強
化
す
る
の
に
重
要
で
?４
）
あ
る
。
?
）
二
六
二
六
中
国
に
お
け
る
政
治
体
制
改
革
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
３．
保
護
関
係
個
人
の
安
全
は
公
権
の
保
護
の
下
に
あ
る
。
保
護
関
係
の
下
で
は
、
個
人
は
被
保
護
者
で
あ
り
、
国
家
は
保
護
者
で
あ
る
。
だ
が
、
暴
政
国
家
が
出
現
し
、
個
人
の
生
命
や
身
体
に
対
し
て
侵
害
す
れ
ば
、
被
保
護
者
は
抵
抗
す
る
権
利
が
あ
り
、
ま
た
賠
償
を
請
求
す
る
権
利
を
も
っ
て
?５
）
い
る
。
４
．
配
当
関
係
国
家
の
個
人
に
対
す
る
扶
助
と
供
給
は
、
個
人
の
財
富
に
対
す
る
再
配
当
で
あ
る
。
個
人
は
被
配
当
者
と
し
て
生
活
保
障
を
得
る
権
利
を
享
有
し
、
国
家
は
配
当
者
と
し
て
生
活
保
障
を
提
供
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
５
．
組
織
関
係
組
織
関
係
に
お
い
て
は
、
個
人
は
組
織
者
で
あ
り
国
家
は
被
組
織
者
で
あ
る
。
現
代
国
家
に
お
い
て
は
、
個
人
の
組
織
的
な
権
利
は
主
と
し
て
公
務
に
参
加
す
る
権
利
と
し
て
現
?６
）
れ
る
。
中
央
集
権
的
な
組
織
制
度
を
成
立
さ
せ
る
正
向
秩
序
は
、
個
人
と
国
家
の
本
末
関
係
を
逆
転
さ
せ
る
国
家
主
義
を
生
成
さ
せ
、
双
向
秩
序
の
形
成
を
困
難
に
す
る
。
６
．
規
制
関
係
国
家
は
規
制
者
で
あ
り
、
個
人
は
被
規
制
者
で
あ
る
。
国
家
は
立
法
規
制
、
行
政
規
制
、
司
法
規
制
な
ど
を
手
段
と
し
て
個
人
の
自
由
や
権
利
を
制
限
し
、
抑
圧
す
る
。
規
制
権
力
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
正
向
秩
序
は
、
規
制
権
力
が
悪
化
す
る
に
伴
い
、
容
易
に
専
制
主
義
の
支
配
秩
序
と
?７
）
な
る
。
７
．
適
切
な
抵
制
関
係
以
上
に
み
ら
れ
た
七
つ
の
関
係
は
、
国
家
と
の
関
係
で
、
い
ず
れ
も
最
終
的
に
は〞
適
当
抵
制
関
係
〝「
適
切
な
抵
制
関
係
」
に
立
っ
て
い
る
。
個
人
は
、
国
家
の
基
本
権
を
侵
害
す
る
不
当
な
措
置
に
対
し
て
は
抵
制
す
る
天
賦
の
権
利
を
も
っ
て
?８
）
い
る
。
こ
の
よ
う
な
個
人
と
国
家
の
七
つ
の
関
係
に
対
応
さ
せ
て
、
杜
鋼
建
教
授
は
個
人
の
七
つ
の
地
位
に
す
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
①
本
位
者
の
地
位
、
②
独
立
者
の
地
位
、
③
被
保
護
者
の
地
位
、
④
被
配
当
者
の
地
位
、
⑤
組
織
者
の
地
位
、
⑥
被
規
制
者
の
地
位
、
⑦
抵
抗
者
の
地
位
、
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
①
、
②
、
⑤
、
⑦
の
地
位
は
積
極
的
か
つ
主
動
的
な
地
位
で
あ
る
が
、
他
の
③
④
⑥
の
地
位
は
消
極
的
で
か
つ
受
動
的
な
地
位
に
あ
た
る
。
個
人
の
積
極
的
で
主
動
的
な
地
位
は
反
向
秩
序
の
形
成
に
有
利
で
あ
り
、
消
極
的
で
受
動
的
地
位
札
幌
学
院
法
学
（
二
一
巻
一
号
）
?
）
二
七
二
七
は
正
向
秩
序
を
促
進
す
る
の
に
役
立
つ
。
こ
れ
ら
の
地
位
は
、
個
人
の
基
本
的
人
権
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
基
本
権
の
体
系
か
ら
み
る
と
、
本
末
関
係
は
お
も
に
仁
愛
に
基
づ
く
平
等
を
実
現
す
る
権
利
に
、
独
立
関
係
は
お
も
に
良
心
の
自
由
、
表
現
の
自
由
を
求
め
る
権
利
に
、
組
織
関
係
は
お
も
に
公
務
に
参
加
す
る
権
利
に
、
適
切
な
抵
制
関
係
は
お
も
に
平
和
的
な
抵
抗
権
に
、
保
護
関
係
は
お
も
に
人
身
の
安
全
を
求
め
る
権
利
に
、
配
当
関
係
は
お
も
に
生
活
保
障
を
求
め
る
権
利
に
、
規
制
関
係
は
お
も
に
賠
償
を
求
め
る
権
利
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
上
述
し
た
個
人
と
国
家
の
関
係
と
そ
の
地
位
か
ら
、
杜
鋼
建
は
、
双
向
秩
序
と
基
本
権
体
系
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
図
式
化
し
て
?９
）
い
る
。
法
秩
序
の
権
利
関
係
図
（
双
向
秩
序
関
係
）
（
基
本
的
な
権
利
体
系
）
①
本
末
関
係
…
…
…
…
…
仁
愛
平
等
権
②
独
立
関
係
…
…
…
…
…
良
心
表
現
権
③
保
護
関
係
…
…
…
…
…
人
身
安
全
権
④
配
当
関
係
…
…
…
…
…
生
活
保
障
権
⑤
組
織
関
係
…
…
…
…
…
治
平
参
与
権
⑥
規
制
関
係
…
…
…
…
…
賠
償
補
償
権
⑦
適
切
な
抵
制
関
係
…
…
平
和
的
抵
抗
権
す
で
に
上
述
さ
れ
た
よ
う
に
、『
論
語
』
の
〞
政
道
〝
ほ
ど
制
度
性
と
総
合
性
を
も
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
ま
さ
に
〞
為
政
以
徳
〝「
執
政
は
徳
を
以
て
為
す
」
と
は
〞
政
〝
の
正
道
で
あ
る
。〞
政
〝
の
〞
本
〝
は
支
配
者
に
対
し
て
自
己
規
制
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
杜
鋼
建
教
授
の
掲
げ
る
人
権
主
義
、
寛
容
主
義
、
抵
抗
主
義
は
、
こ
の
〞
政
〝
を
通
じ
て
民
衆
の
権
利
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
見
る
?
）
二
八
二
八
中
国
に
お
け
る
政
治
体
制
改
革
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
と
、
過
去
に
お
い
て
基
本
的
権
利
に
対
す
る
軽
視
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
反
向
秩
序
の
弱
い
体
質
を
克
服
に
努
力
し
、
他
方
で
は
、
正
向
秩
序
に
対
し
て
改
革
を
求
め
、
し
だ
い
に
双
向
秩
序
の
平
衡
を
実
現
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
治
秩
序
の
失
衡
は
、
形
骸
化
し
た
法
治
国
家
に
陥
れ
る
が
、
法
治
秩
序
の
平
衡
は
人
権
保
護
が
ゆ
き
と
ど
い
た
法
治
国
家
を
作
り
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。
双
向
法
治
秩
序
を
平
衡
に
保
つ
こ
と
は
、
政
道
に
導
か
れ
る
新
仁
学
憲
政
の
主
要
な
課
題
で
あ
る
と
い
え
?10
）
よ
う
。
相
対
主
義
は
価
値
寛
容
主
義
へ
の
道
で
あ
る
。
正
向
秩
序
と
反
向
秩
序
の
調
和
を
は
か
る
憲
政
こ
そ
、
価
値
寛
容
主
義
の
仁
学
的
展
開
に
ほ
か
な
ら
?11
）
な
い
。
註
?１
）
杜
鋼
建
「
双
向
法
秩
序
与
基
本
権
利
体
系
…
…
儒
家
秩
序
観
的
新
仁
学
思
考
」『
新
仁
学
…
…
儒
家
思
想
与
人
権
憲
政
』（
前
掲
）
二
四
頁
以
下
。
最
初
は
『
法
商
研
究
』
中
南
政
法
学
院
学
報
、
一
九
九
五
年
第
五
期
、
二
九
頁
以
下
に
掲
載
さ
れ
た
。
?２
）
杜
鋼
建
「
双
向
法
治
秩
序
与
基
本
権
利
体
系
…
…
儒
家
秩
序
観
的
新
仁
学
思
考
」（
前
掲
書
）
二
六
頁
。
?３
）
杜
鋼
建
「
重
構
国
民
意
識
与
発
展
国
民
社
会
…
…
二
〇
世
紀
中
国
立
憲
思
想
的
反
思
」、
載
於
『
藍
州
学
刊
』
一
九
九
四
年
第
六
期
、
一
六
頁
以
下
。
?４
）
杜
鋼
建
「
重
構
良
心
意
識
与
保
障
良
心
自
由
…
…
良
心
自
由
的
新
仁
学
思
考
」、
載
於
『
藍
州
学
刊
』
一
九
九
五
年
第
五
期
、
三
一
頁
以
下
。
こ
の
論
文
は
、
杜
鋼
建
著
『
新
仁
学
…
…
儒
家
思
想
与
人
権
憲
政
』（
前
掲
）
三
六
頁
〜
四
四
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
?５
）
杜
鋼
建
「
抵
抗
権
理
論
比
較
研
究
」、
載
於
『
憲
法
比
較
研
究
論
文
集
』（
一
九
九
三
年
、
南
京
大
学
出
版
社
）
二
四
一
頁
。
?６
）
杜
鋼
建
「
全
民
公
決
理
論
和
制
度
比
較
研
究
」、
載
於
『
法
制
与
社
会
発
展
』
一
九
九
五
年
第
二
期
、
二
〇
頁
以
下
。
?７
）
杜
鋼
建
「
不
規
制
運
動
与
減
軽
農
民
負
担
」、
載
於
『
藍
州
学
刊
』
一
九
九
四
年
第
六
期
、
二
七
頁
以
下
。
?８
）
杜
鋼
建
「
関
於
人
権
主
義
若
干
問
題
的
思
考
」、
載
於
編
訳
『
中
国
の
人
権
論
と
相
対
主
義
』（
前
掲
）
一
四
四
頁
以
下
。
?９
）
杜
鋼
建
「
双
向
法
治
秩
序
与
基
本
権
利
体
系
…
…
儒
家
秩
序
観
的
新
仁
学
思
考
」（
前
掲
）
三
四
頁
。
?10
）
杜
鋼
建
「
新
憲
政
主
義
与
政
治
体
制
改
革
」、
載
於
『
浙
江
学
刊
』
一
九
九
三
年
第
一
期
、
一
七
頁
以
下
。
?11
）
こ
の
価
値
相
対
主
義
の
仁
学
的
展
開
に
つ
い
て
、
拙
論
「
中
国
人
権
論
に
お
け
る
新
仁
学
思
考
」、
載
於
山
畠
、
五
十
嵐
、
薮
先
生
古
希
記
念
『
民
法
学
と
比
較
法
学
の
諸
相
』
?
（
一
九
九
七
年
、
信
山
社
）
四
一
七
頁
以
下；
拙
論
「
価
値
寛
容
主
義
の
仁
学
的
展
開
」、
載
於
『
人
間
の
尊
厳
と
現
札
幌
学
院
法
学
（
二
一
巻
一
号
）
?
）
二
九
二
九
代
法
理
論
』
ホ
セ
・
ヨ
ン
パ
ル
ト
教
授
古
希
祝
賀
（
二
〇
〇
〇
年
、
成
文
堂
）
二
二
七
頁
以
下；
拙
論
「
中
国
の
憲
政
と
人
権
」、
載
於
『
札
幌
学
院
法
学
』
第
一
七
巻
二
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
頁
以
下
等
を
参
照
。
?
）
三
〇
三
〇
中
国
に
お
け
る
政
治
体
制
改
革
へ
の
道
（
鈴
木
敬
夫
）
